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日に日に暖かくなってくる春。水城公園も徐々

ににぎやかさを増してきます。

梅の花が咲き、柳の新芽が池のほとりに緑を添

えると、釣り人の数も一気に増えます。散歩をし

たり、絵を描いたり、市民広場で軽スポーツと思

い思いの楽しみ方がある水城公園。市民体育館跡

地に駐車場も整備されましたので、ぜひ皆さんも

お出かけください。

平成１８年度一般会計当初予算の概要
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競　　　輪 

国　　　保 

下　水　道 

交通災害共済 

老 人 保 健 

長野土地区画整理 

介 護 保 険 

南河原地区簡易水道 

住宅資金貸付 

小　　　計 

一　般　会　計 

公営企業会計（上水道） 

合 　 　 　 　 計  

23,080,000 

1,515,023 

7,049,898 

2,485,391 

26,664 

6,487,339 

150,012 

3,901,283 

138,878 

－ 

21,754,488 

3,001,409 

47,835,897

2,060,000 

△   208,345 

789,236 

△   267,301 

△　    1,029 

459,980 

△   473,177 

783,663 

   138,878 

－ 

1,221,905 

62,357 

3,344,262

9.8 

△12.1 

12.6 

△ 9.7 

△ 3.7 

7.6 

△75.9 

25.1 

　皆増 

－ 

6.0 

2.1 

7.5

会　  計　  名 増　減　額 増減率 平成18年度 

21,020,000 

1,723,368 

6,260,662 

2,752,692 

27,693 

6,027,359 

623,189 

3,117,620 

－ 

－ 

20,532,583 

2,939,052 

44,491,635

平成17年度 
（％） 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

（単位：千円） 

※（　　）内の数値は旧南河原村の平成17年度当初予算額を合算したものである。 

（22,575,000） （505,000） （2.2） 

（6.4） 

（1.4） 

（15.3） 

（0.1） 

（1.2） 

（△4.0） 

（皆減） 

（425,505） 

（87,868） 

（517,325） 

（21,865） 

（589,222） 

（△　5,720） 

（△ 53,261） 

（6,624,393） 

（6,399,471） 

（3,383,958） 

（21,732,623） 

（47,246,675） 

（144,598） 

（53,261） 

会計別の予算額

平成１８年度当初予算が成立しまし

た。今回の予算は、南河原村との合併

後初の通年予算となることから、新・

行田市としてのまちづくりの観点から

編成を行いました。また、引き続き、

限られた財源を有効に活用するため、

教育と福祉、防災や防犯などの重要課

題に重点的な配分を行いました。

ここでは、当初予算の概要について

お知らせします。

当初予算額の推移 
（一般会計） 
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億円 

226.70
8.5％ 

237.00
4.5％ 

238.80
0.8％ 

236.88
5.8％ 

216.10
△8.8％ 

240.50
11.3％ 

17 18

210.20
△12.6％ 

230.80
9.8％ 

228.88
△4.2％ 223.80

△2.2％ 

「水と緑 個性 あふれる文化都市」を目指して 「水と緑 個性 あふれる文化都市」を目指して 「水と緑 個性 あふれる文化都市」を目指して 
一般会計当初予算の概要 

歳 入 
23,080,000 
 （単位：千円） 

市　税 
9,901,202 
（42.9%） 

地方交付税 
3,750,000 
（16.2%） 

市　債 
2,190,400 
（9.5%） 

国庫支出金 
1,656,832 
（7.2%） 

地方譲与税 
1,087,000 
（4.7%） 

県支出金 
931,868 
（4.0%） 

地方消費税交付金 
750,000 
（3.2%） 

諸収入 
512,077 
（2.2%） 

その他 
1,440,621 
（6.4%） 

繰入金 
410,000 
（1.8%） 

繰越金 
450,000 
（1.9%） 

市税収入は、税制改正による定率減税の縮減や景気回復

により、個人及び法人市民税の増額が見込まれるのに対し、

固定資産税では、評価替えの影響に伴う土地と家屋の減額

等を見込み、旧南河原村分を含めて比較した結果、対前年

度３億５,２４９万円（３.７％）の増となりました。

地方交付税は、合併算定替による増加の要因などを考慮

しましたが、地方財政計画を勘案して試算したため、旧南

河原村分を含めて比較すると、対前年度３億３,０００万円

（△８.１％）の減となっています。また、財源不足を補うた

めの財政調整基金などからのとりくずしの縮減に努めた結

果、繰入金総額では、１億２,０００万円（△２２.６％）減の

４億１,０００万円となりました。市債は、事業を厳選すると

ともに合併特例債を初めとした交付税措置のある有利なも

のを活用します。合併特例債は、南河原地区幹線道路整備

事業や南河原小中学校給食用エレベータ整備事業、（仮称）

女性センター建設事業や総合公園野球場改修事業などへの

充当を見込み、合計６億４,３４０万円を計上しました。この

結果、対前年度比は、４３.７％増、市債依存度は、９.５％

（対前年度比２.２％増）となりました。

歳 入歳 入
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歳出の中で最も多くの６０億７,６６８万円、全

体の２６.３パーセントを占める民生費は、旧南

河原の当初予算を含んだ前年比で比較（以下、

前年比は同様に比較）した場合、４.９％、２億

８,１６４万円の増加となっています。これは、児

童手当の対象者が拡大になったことなどが主な

増加原因です。

続く土木費は４１億４,６７４万円、１８.０％を

占め、前年比１５.８％、５億６,４７８万円の増加

となっています。主な事業は、（仮称）前谷下忍

線の整備、荒木や南河原地内の幹線道路の整備、

工業団地通線街路事業として行う橋りょう工事

などとなっています。

教育費は、３２億９,５５４万円、１４.３％を占

め前年比２.４％、８,１２５万円の減となっていま

す。主な事業としては、浮き城のまち人づくり

教育特区、「古代蓮の里ぎょうだ」のびのび英語

教育特区関係や南河原小・中学校へのエレベー

ター整備工事を始めとする小・中学校施設整備

事業などとなっています。
問い合わせ 財政課（内線３２６）

平成１８年度 

「水と緑 個性 あふれる文化都市」を目指して 「水と緑 個性 あふれる文化都市」を目指して 「水と緑 個性 あふれる文化都市」を目指して 

歳 出 
23,080,000 
 （単位：千円） 

民生費 
6,076,675 
（26.3%） 

土木費 
4,146,740 
（18.0%） 

教育費 
3,295,539 
（14.3%） 

総務費 
2,974,385 
（12.9%） 

公債費 
2,839,747 
（12.3%） 

衛生費 
1,633,800 
（7.1%） 

消防費 
1,023,743 
（4.4%） 

商工費 
337,991 
（1.5%） 

その他   
751,380 
（3.2%） 

現在の日本の経済は、民間需要
中心の緩やかな回復を続けると見
込まれているものの、地域や業種
によっては、一部に回復の遅れが
みられ、未だ予断を許さない状況
にあります。国では、構造改革に
一応の目途をつけるため、改革を
加速させるとともに、小さくて効
率的な政府の実現を図るため、従
来の歳出改革路線を堅持・強化す
るとしています。
地方財政につきましては、「三位一体の改革」として、４兆円

を超える国庫補助負担金の廃止・縮減と概ね３兆円規模の税源
移譲が決定いたしました。また、平成１８年度の地方財政計画の
規模は、５年連続減少の前年度比０.７％減となり、より一層効
率的な行財政運営が求められています。
行田市の平成１８年度予算編成につきましては、南河原村との

合併後、初の通年予算編成として新市のまちづくりを推進する
とともに、限られた財源の中で、引き続き、教育と福祉、さら
には、防災や防犯等の重要な課題に重点的な配分を行いました。
その中で、まず、教育施策としては、教育特区による小・中

学校の少人数学級を中学３年生にまで拡大するとともに、引き
続き「古代蓮の里ぎょうだ」のびのび英語教育特区による小学
生への初歩的な英語活動を推進いたします。また、南河原小中
学校の給食用エレベータ整備、北小学校屋内運動場大規模改造、
長野中学校校舎大規模改造などを実施いたします。
福祉施策では、放課後児童対策として、東学童保育室の東小

学校内への移設を行います。また、子育て支援対策の充実の観
点から、「子ども医療費」の助成を行うとともに、少子化対策の
一環として、新たに不妊治療費の助成を実施いたします。さら
に、障害者・高齢者がいきいきと暮らせるまちづくりを目指し
て、各種福祉施策を充実いたします。
健康対策では、乳幼児から高齢者に至るまで市民の健康保

持・増進のため、各種保健施策を充実いたします。また、万一
の事態に備え、自動体外式除細動器（AED）を各中学校と市内
各施設に設置するとともに、安全を確保する施策として、高規
格救急車や消防ポンプ自動車の更新、自主防災組織設立のため
の助成を行います。さらに、男女共同参画社会を実現するため
の総合的な活動拠点となる（仮称）女性センターの建設を推進し
てまいります。そのほか、道路や水路、上下水道といった都市基
盤の整備に引き続き取り組みます。
厳しい財政状況の中、市町村は住民に一番身近な行政主体と

して、個性と工夫に満ちた都市を形成しながら、身の丈に合っ
た施策の推進と持続可能な財政への転換を図ることが求められ
ております。本市におきましても、市の将来像である「水と緑
個性あふれる文化都市」の実現を目指して、全力で取り組んで
まいりますので、市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。

行田市長 横田　昭夫

予算編成にあたって予算編成にあたって

歳 出歳 出
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事業を紹介します事業を紹介します事業を紹介します
主な事業の予算額

■快適で住みよいまちをつくるための施策

南北道路、（仮称）前谷下忍線の整備促進

荒木・野・南河原地内の幹線道路の整備

古代蓮の里通線と川里工業団地を結ぶ幹線道路の整備

防犯のまちづくり推進協議会設置、緊急情報メール同報システム設置

利根川などがはん濫した場合の浸水情報などを分かりやすくした地図の作成

老朽管更新工事、配水管改良工事費など

ポンプ場管理委託費、幹・枝線工事費など

　広域幹線道路の確立

　幹線道路整備事業

　工業団地通線街路事業

　防犯対策の強化

☆洪水ハザードマップの作成

　上水道事業（南河原地区簡易水道事業を含む）

　下水道事業（幹枝線工事、ポンプ場施設修繕工事等）

３７３,１９７千円

２８２,９５６千円

１４０,３１８千円

１５,８０９千円

３,３００千円

３,１４０,２８７千円

２,４８５,３９１千円

■健康で幸せなまちをつくるための施策

　子ども医療支給費 

　虐待防止事業

　放課後児童対策事業

　自動体外式除細動器（AED）設置事業

☆不妊治療費助成事業

乳幼児医療費支給事業の支給対象者を拡大･一部負担金の窓口無料化を実施

虐待防止の啓発や、虐待通報用電話の設置費用など

東学童保育室の移設費など

救命活動の充実を図るため、自動体外式除細動器を主要施設に配置する

不妊に悩むご夫婦の経済的負担を軽減するとともに、治療の機会の増大を図る

１６１,０００千円

８６８千円

９３,８５９千円

４,９８３千円

６００千円

■個性を伸ばす教育と文化を育てるまちをつくるための施策

　浮き城のまち人づくり教育特区事業
　（少人数学級の実施）

　「古代蓮の里ぎょうだ」のびのび英語
　教育特区事業

　小・中学校施設整備事業

　（仮称）伝統文化振興支援施設建設事業

☆世界遺産登録推進事業

市費負担教員を任用し、少人数学級を中学校３年生まで拡大

特区認定を受け、小学校全校で英語教育を推進

北小屋内運動場耐震補強工事、南河原小中学校校舎給食用エレベーター
整備工事など

日本の伝統文化の振興を目的とした拠点施設の整備

さきたま古墳群の世界遺産登録を推進するための広報用看板の設置費用など

１２６,５６０千円

５,４７０千円

５０６,３７２千円

１０,１６６千円

２,６０２千円

■産業を振興し、豊かなまちをつくるための施策

　企業誘致促進事業

☆空き店舗対策等活性化助成事業

　住宅改修資金補助事業

　農道及び用排水路整備事業

長野工業団地に進出する企業に対する優遇措置など

足袋蔵などを「足袋とくらしの博物館」として再生させるための改修費用の助成

市内施工業者により、自ら住んでいる持ち家の改修工事を行った市民への補助

市内各所の用排水路の整備、農道の舗装・改良・補修工事など

１０,３５７千円

５００千円

５,５００千円

７１,５８３千円

■心ふれあうまちをつくる

　女性政策推進事業

　（仮称）女性センター建設事業

２,７９５千円

３９３,２３５千円

男女共同参画フォーラム、セミナーの開催、啓発事業など

男女共同参画社会の実現を目指し、女性の自立と社会参画を促進する活動拠点
施設の整備を行う

☆は新規事業
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　南河原小学校、南河原中学校の給食用エレベーターや

防犯カメラシステムなどを整備します。また、北小学校

の屋内運動場の耐震補強および増築工事、長野中学校の

校舎耐震補強および改修工事なども実施します。

○小・中学校施設整備事業

　教育特区の認定を受け、全小学校で英語教育を推進し

ます。小学校の段階から英語を使った初歩的なコミュ

ニケーション能力を身に付けるため、担任、英語指導助

手、英語ボランティアによる授業を行います。

○「古代蓮の里ぎょうだ」
　　のびのび英語教育特区事業

　男女が互いの人権を尊重しつつ、責任も分かち合

い、個性と能力を十分に発揮することができる男女

共同参画社会の実現に向けた総合的な活動拠点施設

として、（仮称）女性センターの建設を行います。

○（仮称）女性センター建設事業

　救命活動の充実を図るため、医療従事者でない人

でも心臓が止まった人に電気ショック（除細動）をか

けて心臓の鼓動を回復再開させることができる自動

体外式除細動器１３台を各主要施設に設置します。

○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置事業

　平成１６年度に完成した古代蓮の里通線と鴻巣川

里工業団地を結ぶ幹線道路である工業団地通線の橋

りょう工事などを実施します。

○工業団地通線街路事業

　長野工業団地へ進出する企業に対し、固定資産税

相当額を施設設置奨励金として交付するほか、緑地

を設置するために要した費用の３０パーセント（限度

額３００万円）を補助する緑地設置奨励金を交付し、

商工業振興と雇用機会の拡大を図ります。

○企業誘致推進事業

給食用エレベーターの整備を行う南河原中学校

すべての小学校で英語教育を推進しています

平成平成平成１１１８年度の主な８年度の主な８年度の主な
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周辺の景観と調和し、造形的にも優れた建築物等を顕彰
することを目的とした「浮き城のまち景観賞」の表彰式が
３月１３日に行われました。

当日は、審査委員長であるものつくり大学の八代助教授
をはじめ６人の審査委員の出席のもと、市長より建築主、
設計者、施工者へそれぞれ表彰状が授与されました。
受賞作品は次の２作品です。（敬称略）

市では、これからもこの賞の実施を通じて景観に配慮したまちづくりを推進していこうと考えています。
問い合わせ まちづくり推進課計画係　（内線３５５・３５９）

城西４─６─２１

（有）満る岡　早川　昇　　城西４─６─２１

（株）根岸俊雄都市建築事務所 中央区日本橋蛎殻町1-14-14

大野建設（株） 持田３─４─３

満
ま

る 岡
おか

作品名

所在地

建築主

設計者

施工者

選定理由

高
たか

澤
ざわ

邸
てい

築１００年以上の建物の骨組みを残しなが
ら改築された老舗の料亭で、歴史や伝統への
さりげない気配りが感じられる意匠により、
城下町にふさわしいたたずまいとなっている。
建物西側の手入れのよく行き届いた樫の木

が、陽の光や風をほどよく遮りながら、行田
の西の玄関口としての顔にうるおいを与えて
いる。

長野３─５─４１

高澤英子　　長野３─５─４１

─

─

江戸時代後期の名主屋敷のたたずまいが、
往時の面影を偲

しの

ばせている。
植栽が道に溢れ出た前庭の中央を進み、長

年の風雪に耐えた門をくぐると、一瞬、まち
の喧騒が耳から消える。
そこは、鬱蒼

うっそう

と樹木の生い茂る邸内で、そ
の一番奥に木造の母屋がひっそりと建っている。

平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
大
震
災
に
際
し
、

行
田
市
か
ら
送
金
し
た
義
援
金
に

対
し
て
、
新
潟
県
知
事
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は

拾
得
金
３
千
３
８
０
万
円
と
市
内

外
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た

約
４
４
４
万
５
千
９
５
５
円
を
義

援
金
と
し
て
送
金
し
た
ほ
か
、
人

的
支
援
と
し
て
市
職
員
５
人
を
被

災
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
県
中
越
大
震
災
へ
の
義
援

金
に
対
し
新
潟
県
知
事
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

新潟県知事新潟県知事から贈られた感謝状感謝状 新潟県知事から贈られた感謝状 
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障害児通所事業（児童デイサービス）が始まります

市が実施する基本健康診査とすべてのがん検診

は､受診の際に保険証（国民健康保険被保険者証）

をご提示いただくことで、一部負担金が無料となりま

した。受診の際は､保険証を忘れずにご持参ください。

検診日程などは、毎号掲載の保健案内をご覧くだ

さい。

問い合わせ 保険年金課国保担当（内線２７１）

引き続き１年以上国民健康保険に加入し、国保税

を完納されている皆さんが､全国３３０カ所余りの

県国保団体連合会指定保養施設を利用する場合は、

１年度内一泊の宿泊費の一部が補助されます。なお

この指定施設の中には､市民のための保養施設とし

て市が別に契約を結んでいる施設が２０カ所含まれ

ていますが、市民保養施設の利用料金補助券をご使

用しての一泊は、国民健康保険の補助対象となりま

せんのでご注意ください。

問い合わせ 保険年金課国保担当（内線２７１）

生活課市民生活係（内線２５２）

国民健康保険被保険者の方は基本健康診査と
各種がん検診も無料となりました

－保険証を忘れずに－

国民健康保険保養施設および市指定市民保養施設を
ご利用される皆さんへ

障害者のための自動車税・自動車取得税の減免制度の改正

埼玉県税条例・施行規則が改正され、平成１８年度から身体障害者などにかかる自動車税・自動車
取得税の減免制度の一部が変更されます。

変更点１：自動車税・自動車取得税の減免額に上限が設定されます。

問い合わせ
自動車税事務所課税第二担当 �０４８－６２３－０２２８

同　　　熊谷支所　　 �５３２－８０１１
同　　　所沢支所　 �０４－２９９８－１３２１
同　　　春日部支所 �０４８－７６３－４１１１

※変更前は自動車取得税の減免の期間制限はありませんでした。

３月３１日まで　　　　　　　　　　　　　　 ４月１日から

・自動車税　　　　全額減免
・自動車取得税　　全額減免

・自動車税　　　減免上限額45,000円
・自動車取得税　減免上限額15万円

変更点３：自動車取得税の減免の期間制限が設けられます。
４月１日から　　　

自動車取得税の減免を受けてから１年以内に新たに取得した自動車については、原則として自動車
取得税は減免されません。

変更点２：自動車税の減免申請受付期間が通年化されます。
３月３１日まで　

自動車税の減免申請は納期限内
（定期課税は５月３１日まで）

自動車税の減免申請を納期限後も受付
（納期限後の申請は申請月の翌月から月割で減免）

行田市社会福祉協議会では、４月から障害のある

就学前児童および保護者に対して、遊びや基本的な

生活習慣指導を取り入れ、社会生活に適応できるよ

う相談、援助および機能訓練サービスを行います。

日時 毎週火・金曜日　午前９時３０分～午後２

時３０分　※ただし、年末年始および祝日は休み

内容 日常生活における動作、集団生活への適応

訓練　 対象 市内に居住している就学前の障害児

で、受給者証をお持ちの方　※受給者証の申請につ

いては、市役所福祉課へ（内線２６５） 利用料金

利用者本人または扶養義務者の負担能力に応じて変

わります。 問い合わせ 行田市社会福祉協議会 �

５５７―５４００

３
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、

金
子
眞
久
氏
の
助
役
退
任
に
伴
う
後

任
の
助
役
に
、
清
水
英
孝
氏
が
４
月

１
日
付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
氏
は
元
埼
玉
県
職
員
。
出
納

局
出
納
総
務
課
主
幹
、
知
事
室
長
付

副
室
長
、
福
祉
部
福
祉
政
策
課
調
整

幹
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

新
し
い
助
役
に
清
水
氏

清水 英孝氏
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１
地
域
支
援
事
業
の
創
設

介
護
を
必
要
と
し
て
い
な
い
高
齢
者
を
対
象

に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
予
防
事
業

５
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
基
本
健
康
診
査
（
担

当
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
１８
お
よ
び
１９
ペ
ー
ジ
保
健

案
内
参
照
）
に
含
ま
れ
る
介
護
予
防
の
健
診
を
受

け
、
医
師
の
判
定
を
受
け
た
結
果
、
要
支
援
・
要

介
護
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方
を

対
象
に
筋
力
低
下
予
防
事
業
（
仮
称
）、
食
事
バ

ラ
ン
ス
改
善
事
業
（
仮
称
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
予
防
の
意
識
啓
発

元
気
な
方
を
対
象
に
、
公
民
館
な
ど
で
運
動
器

の
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
な
ど
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

２
新
予
防
給
付
の
創
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
高
齢
者
の
状
態
に
合

わ
せ
て
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
要
支
援
を
要
支
援
１
と
し
、

要
介
護
１
を
要
支
援
２
と
要
介
護
１
に
分
け
る
な

ど
、
要
介
護
状
態
区
分
を
細
分
化
し
ま
す
。
な
お

こ
れ
ら
は
、
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
の
開
始
日
が

４
月
１
日
以
降
の
方
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
認
定
の

有
効
期
間
満
了
日
ま
で
従
来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

こ
の
新
し
い
要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・
２
と

認
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
状
態
が
悪
化
し
な
い

よ
う
に
自
立
度
を
高
め
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
新
予
防
給
付
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

高　齢　者

介護を必要としていない
高齢者

基本健康診査等による
生活機能低下の把握

介護を必要としている
高齢者

要介護認定
○要介護状態区分の審査
○状態の維持または改善
　可能性の審査

非該当者

自立を支援

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
て
い
る
人

要支援・要介護に
なるおそれのある人

総合的な相談窓口、介護予防計画作成、
包括的・継続的マネジメントを行う 

社会福祉士等
（総合相談・支援窓口）

連携・協働

※現行の要支援者および
　要介護者の一部
　（軽度の人）

要介護１～５

要 支 援 １ ・ ２

＜居宅介護支援事業者＞
介護サービス計画を作成

主任介護支援専門員
（ケアマネジャーへの支援）

保健師等
（総合的なケアプランの作成）

高齢者の自立を高めるサービスを提供

地域支援事業
○介護予防事業
例）筋力低下予防教室、食
　　事バランス改善事業等、
　　介護予防サービスを提供

○包括的支援事業
高齢者の総合相談、各サー
ビスの調整など

新予防給付
生活機能の維持・向上に効果
が明らかなサービスを提供
例）筋力向上、栄養指導、
　　口腔機能向上など
※これまでのサービスも内
　容や提供方法を見直しま
　す。

介護給付
例）訪問・通所介護、訪問
　　看護、特養施設など

＜地域包括支援センター＞

新しい介護保険制度における介護サービス

4444月から介護保険制度が変わります月から介護保険制度が変わります月月月から介護保険制度が変わります月から介護保険制度が変わります月から介護保険制度が変わります
高齢者の介護を、社会全体で支える介護保険制度が始まって６年、介護サービスを利用する

人が年々増加し、介護保険の給付費も大幅に増加しています。
一人ひとりの個性がきらめく活力ある社会を築くためには、高齢者が住み慣れた地域で、健

康で自立した生活を送れることが大切です。また、介護が必要になっても、その状態が悪化し
ないようにすることが重要です。
このような「介護予防」の考え方のもと、４月から新しい介護保険制度に変わります。
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高
齢
者
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
や
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
て
使
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か

な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
４
月
か

ら
市
内
４
カ
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
員
を
常
時
配

置
し
て
い
ま
す
。
地
域
全
体
で
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め

に
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
専
門
職
や
専
門
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
住
民
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
総
合
相
談
、

権
利
擁
護
、
介
護
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
や

調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
結
果
、
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の

認
定
を
受
け
た
方
、
基
本
健
康
診
査
の
結
果
、
要
支
援
・
要
介

護
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
方
は

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
な
ど
が
、
面
談
に
よ
り
高
齢
者
お
よ
び
家
族
の
希
望
を

確
認
し
な
が
ら
、
介
護
予
防
の
た
め
の
具
体
的
な
目
標
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
を
立
て
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
２
２
５
・
２
７
８
）

地域包括支援センターマップ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

地域包括支援センター名 住所・電話 担当圏域

地域包括支援センター
緑風苑

須加１５２９
�５５７－３６１１

北河原、須加、星宮、
南河原、太田、埼玉

地域包括支援センター
まきば園

地域包括支援センター
行田中央病院

地域包括支援センター
壮幸会

白川戸２７５
�５５５－２２０２

富士見町２－１７－１７
�５６４－１１０５

下忍１１６２－１４
�５５２－０８８８

忍、行田、荒木、星河

長野、佐間

太井、持田、下忍

北河原

南河原

星宮

太井

持田

下忍 埼玉

太田

長野

佐間

忍

行田

星河

荒木

須加 地域包括支援センター地域包括支援センター
緑風苑緑風苑

地域包括支援センター地域包括支援センター
緑風苑が担当緑風苑が担当

地域包括支援センター地域包括支援センター
緑風苑が担当緑風苑が担当

地域包括支援センター地域包括支援センター
まきば園まきば園

地域包括支援センター地域包括支援センター
行田中央病院行田中央病院

地域包括支援センター地域包括支援センター
壮幸会壮幸会

地域包括支援センター
緑風苑

地域包括支援センター
緑風苑が担当

地域包括支援センター
緑風苑が担当

地域包括支援センター
まきば園

地域包括支援センター
行田中央病院

地域包括支援センター
壮幸会

地域包括支援センター担当地区

個人所有住宅の改修資金を補助します個人所有住宅の改修資金を補助します個人所有住宅の改修資金を補助します

・住居部分に関する修繕、改装工事

・消費税を除く工事費が２０万円以上の工事

・市内業者が行う工事

・消費税を除く工事費の５％相当額（上限１０万円）

①申請書　②納税証明願　③住民票　④工事見積書(写)　⑤現場写真

⑥固定資産税課税明細書(写)またはそれに準じるもの

・必ず工事着工前に申請してください。

 （工事着工後または完了済の方の補助はできませんのでご注意ください。）

・制度のご利用は住宅一棟につき１回限りとなります。

・市内に在住の方

・改修工事を行う住宅の所有者で、かつ現在居住している方

・市税を完納している方

・市が実施する他の同様の補助金や助成金を受けていない方

対象となる
工　　　事

補 助 金 額

必 要 書 類

そ　の　他

対象となる方

市内の施工業者を利用して個

人所有住宅の改修工事を行った

場合、その工事費の一部を補助

しています。

申し込みは必要書類をご用意

の上、商工観光課までお申し込

みください。なお、予算の範囲

内での補助となりますので、年

度途中で終了する場合がありま

す。

�問い合わせ 商工観光課（内

線３８３）
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市では、市民の皆さんから広く意見や

提案などをお聞きし、市政に反映するた

め「市政モニター」を募集します。
募集人員 ３０人　 任期 ４月から

１年間　 役割 市政について建設的な

意見や提言、要望などをお寄せいただく

ほか、会議などにも参加していただきま
す。 応募資格 平成１８年４月１日

現在、行田市に１年以上居住している方。

ただし、公務員や行政委員の職にある方、

および過去に市政モニターの経験がある
方を除きます。 応募方法 はがきに

「市政モニター希望」と明記の上、①郵

便番号②住所③氏名④年齢⑤性別⑥職業

⑦応募の動機を記載し、〒３６１－８６０１

行田市本丸２番５号　行田市役所広報広
聴課「市政モニター」担当まで　 締め

切り ４月１８日（火）必着（応募者多
数の場合は選考により決定） 問い合

わせ 同課広報広聴担当（内線３１８）

４月１日から市内で携帯電話による１１９番通報をすると、行田市消
防本部に直接つながるようになりました。ただし、市境で電話をかけ
ると隣接の消防本部につながる場合があります。
携帯電話で火災と救急などを通報するときは、一般電話と同じように、
住所と目標物などを正確に伝えてください。
問い合わせ 消防本部�５５６－３００５　火災と救急は１１９番

近
年
の
国
際
化
時
代
を
反
映
し
て
、

わ
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
年
々
急

増
し
て
い
ま
す
。

憲
法
は
、
権
利
の
性
質
上
、
日
本
国

民
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ

る
も
の
を
除
き
、
わ
が
国
に
在
住
す
る

外
国
人
に
つ
い
て
も
、
等
し
く
基
本
的

人
権
の
享
有
を
保
障
し
て
い
ま
す
が
、

現
実
に
は
、
わ
が
国
の
歴
史
的
経
緯
に

由
来
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
め
ぐ

る
問
題
の
ほ
か
、
言
語
、
宗
教
、
生
活

習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
に
対

す
る
就
労
差
別
や
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ

ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
飲
食
店
な
ど
へ

の
入
店
拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の
入
浴
拒

否
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
１
月
に
は
、「
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」

（
い
わ
ゆ
る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
）
が
わ

が
国
に
お
い
て
発
効
し
、
人
種
差
別
や

外
国
人
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
解
消
の
た

め
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
外
国
人

の
も
つ
文
化
を
尊
重
し
、
そ
の
多
様
性

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内
線

２
２
１
）

市では、市民の皆さんと市長が気軽に親しく話し合う「コーヒーブ
レークミーティング」を行っています。
６月のテーマは「古代蓮の里について」です。
市民の皆さんの声を市政に反映させるため、一人でも多くの方の申

し込みをお待ちしています。
日時 ６月１７日（土）午前９時３０分～１１時　 場所 古代蓮会

館　 応募資格 市内在住の方　 定員 ８人（申し込み者多数の場
合は選考） 申し込み方法 ４月２８日（金）までに、はがきに住
所･氏名･年齢･職業･電話番号のほか、テーマに関する意見など（アイ
デアや感じたことでも可）を記入して　〒３６１－８６０１　行田市本丸
２番５号　行田市役所広報広聴課「コーヒーブレークミーティング」
担当まで　 問い合わせ 同課広報広聴担当（内線３１８）

気軽にご参加ください
「コーヒーブレークミーティング」第27回を開催

携帯電話による１１９番通報
“行田市消防本部で直接受信開始”

平成18年度

市政モニターを
募集します
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○市内循環バスは旧南河原村との合併や市民の皆さんなどか

らのご意見ご要望により運行経路を見直し、市内循環バス

を３路線から４路線に変更となりました。

○旧市民体育館駐車場にバスターミナルができ、発着所が変

更となりました。（市役所前は以前と同様に停車します。）

○運賃は１回１００円です。（ただし未就学児は申告により、ま

た障害者の方は障害者手帳の提示により無料。また障害者

の方１人につき介助者１人は無料。）他の路線を乗り継いで目的地へ向かう場合、乗継券（乗り継ぎは一回のみ）を

発行いたしますので、必要な方は料金をお支払い時に運転士にお申し付けください。

４月６日（木）から１５日（土）まで、春の全国交通安全運動が実

施されます。

この運動は、交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守

と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、道路交通環境の改

善に向けた取り組みを推進することにより、交通事故防止の徹底を図

ることを目的としています。

＜重点目標＞

①子供と高齢者の交通事故防止　②自転車の安全利用の推進　③シー

トベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

皆さんも交通ルールを正しく守り、交通事故防止にご協力ください。

会社や商店のお知らせや宣伝にぜ

ひご利用ください。
広告のサイズ A３サイズ （縦

２９７mm×横４２０mm）以下
掲出期間および掲出料（バス１台

あたり）

 
３路線 

午前７時３５分～午後７時３８分 
８便 

※運行経路の変更に伴い、停留所の位置が変更になった所があります。 

 
４路線 

午前７時４０分～午後８時０３分 
１０便 

コ ー ス  
運 行 時 間  
便数（各コース） 

３月３１日まで ４月１日から 

変更となった点 

皿尾・中里・上池守・和田・北河原・南河原・酒巻地区を運行し、「南河原支所」「総合福
祉会館」「老人福祉センター（永寿荘）」などに停車します。 

谷郷・須加・斎条・荒木・長野地区を運行し、「総合公園」「総合福祉会館」「老人福祉セ
ンター（永寿荘）」「須加公民館」などに停車します。 

持田・棚田町・押上町・壱里山町・佐間・埼玉・長野地区を運行し、「JR行田駅」「埼玉古
墳」「古代蓮の里」などに停車します。 

若小玉・太田・真名板・関根・埼玉・堤根・樋上地区を運行し、「教育文化センターみらい」
「古代蓮の里」「太田公民館」「大寿荘」などに停車します。 

北西循環コース 
（ふれあい号） 

北東循環コース 
（かがやき号） 

西循環コース 
（浮き城号） 

東循環コース 
（そよかぜ号） 

各コースのルートについて 

１カ月 
３カ月 
６カ月 

平成１８年４月～平成１９年３月（１年） 

１,０００円 
２,９００円 
５,４００円 
９,６００円 

掲出期間 広告料 

埼玉県内および行田警察署管内交通事故状況（平成１８年２月２８日現在） 

人身事故件数 

死　者　数 

負 傷 者 数 

物損事故件数 

７,５４７件　（－９６０） 

５０人　　（－４） 

９,２２３人（－１,３６０） 

２０,３５９件（－１,２５３） 

１２５件（ －１） 

０人（ －１） 

１７９人（  +６） 

２６８件（ －９） 

（　）内は平成１７年同時期対比 

埼玉県内 行田署管内 

問い合わせ 防災安全課交通係（内線２８４）

問い合わせ 生活課（内線２５１）

市内循環バスの車内に
広告を出しませんか

市内循環バスが４月１日から４路線に

�春の全国交通安全運動始まる�
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▼
出
店
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
１
階
食

堂
　
▼
申
し
込
み
条
件

①
飲
食
店
と

し
て
利
用
す
る
個
人
も
し
く
は
法
人
事

業
者
（
市
内
・
市
外
を
問
い
ま
せ
ん
）

②
風
俗
営
業
な
ど
の
規
制
お
よ
び
業
務

の
適
正
化
な
ど
に
関
す
る
法
律
の
適
用

を
受
け
る
営
業
で
は
な
い
こ
と
　
③
原

則
と
し
て
現
在
の
設
備
を
利
用
（
厨
房

設
備
、
食
堂
テ
ー
ブ
ル
、
備
品
な
ど
完

備
。
自
己
資
金
に
よ
る
施
設
の
改
修
な

ど
は
応
相
談
）
④
６
月
中
の
開
店
が
可

能
で
あ
る
こ
と
　
⑤
市
税
完
納
者
　
⑥

営
業
時
間
や
そ
の
他
諸
条
件
は
商
工
観

光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
家
賃
　
月
36
万
円
（
最
終
月
36
万
１

千
１
７
０
円
）
▼
期
間

単
年
度
更
新

（
今
年
度
は
平
成
19
年
３
月
末
ま
で
）

▼
選
考
　
選
考
に
よ
り
決
定
し
、
５
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
に
各
応
募
者
へ
通
知
し

ま
す
。
▼
そ
の
他

現
地
見
学
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
出
下
さ
い
。
▼

申
し
込
み

４
月
28
日
（金）
ま
で
に
、
必

要
書
類
を
調
え
、
商
工
観
光
課
ま
で

（
応
募
書
類
は
、
商
工
観
光
課
に
あ
り

ま
す
）
▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
３
）

商
工
セ
ン
タ
ー
内
食
堂
へ
の

出
店
者
を
募
集

○ 指定管理者制度とは
・指定管理者制度とは、公の施設（文化施設、体育施設など住民の福祉を増進する目的で市が設置した施設）
の管理について、平成１５年の地方自治法の改正により新たに制度化されたものです。

・この制度は、多様化する住民ニーズに、今まで以上に効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に
民間の能力を活用して住民サービスの向上と経費の節減を図ることを目的としており、NPO法人や民間企

業など幅広い団体の中から施設を管理する団体を指定できるようになりましたが、今後５年間（平成１８年

４月１日～平成２３年３月３１日）は、市では、住民サービス提供の継続性などを考慮し、現在の管理受託

者に行わせることについて、平成１７年１２月および平成１８年３月の定例市議会において議決されました。

○ 行田市で指定管理者制度の対象となる施設と指定管理者は

○ 市の役割は
・休館日や開館時間など、施設を利用するにあたっての基本的条件や指定管理者が行う業務の具体的範囲は
条例で規定することとなっています。

・指定管理者に対して定期的に報告を行わせるほか、必要な指示や実地調査を行うことができ、この指示に
従わない場合には指定の取消しや業務の停止を命ずることができることから住民サービスの低下にならな

いと考えています。

○ 皆さんのご意見をお聞かせください。
・指定管理者制度は、住民サービスの向上を目指し導入するものです。そのため、利用者はもちろん、利用
者以外の方も、ご意見をお寄せください。

・いただいたご意見をもとに、さらに住民サービスの向上につなげるとともに、次回の指定に向けての参考
とさせていただきます。

・意見を的確に把握する必要があるため、意見提出の際には、書面で提出をお願いします。

問い合わせ 企画政策課企画担当（内線３０９）FAX５５３－１３５５

指定管理者

行田市社会福祉協議会

施設の名称

総合福祉会館、障害者福祉センター、大堰永寿荘、南河原荘

商工センター、都市公園（富士見公園、総合公園、古代蓮の里）、古代蓮の里古代蓮会館、

古代蓮の里駐車場、総合公園プール、産業文化会館、はにわの館、総合体育館、門井球場、

富士見公園野球場、富士見公園庭球場、総合公園野球場、総合公園庭球場、総合公園弓道場、

市民プール、総合公園自由広場、須加運動場、酒巻運動場

（財）行田市産業・文化

スポーツいきいき財団
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寄附禁止のルールを守って明るい選挙を実現しましょう 選挙管理委員会（内線219）

政治家の

寄附の禁止
政治家（候補者、候補者

になろうとする者および現

に公職にある者）が選挙区

内にある者に対して寄附を

すること（政党や親族に対

するものおよび政治教育集

会に関する必要やむを得な

い実費の補償は除かれま

す。）は、いかなる名義を

もってするものであっても

禁止されています。

なお、政治家以外の者が、

政治家名義の寄附をするこ

とも禁止されています。

また、政治教育集会に関

する実費の補償であって

も、食事や食事料の提供は

禁止されています。

1

政治家に対する

寄附の勧誘・
要求の禁止
有権者が、政治家に対し、寄

附を出すように勧誘や要求をす

ることも禁止されています。

2
後援団体の

寄附の禁止
後援団体（いわゆる後援会）

が、花輪、香典、祝儀などを出

すことも禁止されています。

3

5
あいさつを目的とする

有料広告
の禁止

政治家や後援会が、選挙

区内にある者に対するあい

さつを目的として、新聞、

雑誌、テレビ、ラジオなど

により、有料の広告を出す

ことは禁止されています。

時候の

あいさつ状の禁止
政治家は、選挙区内にあ

る者に対し、答礼のための

自筆によるものを除き、年

賀状、暑中見舞状などの時

候のあいさつ状を出すこと

は禁止されています。

4

冠婚葬祭や地域のイベントなど、こんな時、こんな物も、寄附禁止の対象となります

受け取らない！ 求めない！ 
政治家は政治家は有権者有権者に寄附寄附を 有権者は有権者は政治家政治家に寄附寄附を 政治家は有権者に寄附を 

贈らない！ 贈らない！ 
有権者は政治家に寄附を 

求めない！ 
有権者は政治家からの寄附を 有権者は有権者は政治家か政治家からの寄附寄附を 有権者は政治家からの寄附を 

受け取らない！ 

みんなで守ろう「三ない運動」 みんなで守ろう「三ない運動」 

病気見舞い お祭りへの
寄附や差入

地域の行事や
スポーツ大会への
飲食物の差入

結婚祝
※

葬式の香典
※

葬式の
花輪、供花

落成式
開店祝の
花輪

入学祝
卒業祝

お中元や
お歳暮

町内会の集会や
旅行などの
催物への
寸志や
飲食物の差入

※印については、一定の要件に該当すれば、罰則が適用されない場合があります。

南河原地区の投票区の区域が変わりました

選挙を執行する際、旧南河原村では３つの投票区でした

が、合併に伴い、次のとおり第２８投票区、第２９投票

区と２つの投票区になりました。

問い合わせ 選挙管理委員会（内線２１９）

旧南河原村の投票区 新しい投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

大字南河原

大字馬見塚　
大字中江袋

第２８投票区

第２９投票区

大字南河原

大字犬塚　
大字馬見塚　
大字中江袋大字犬塚



平
成
18
年
２
月
19
日
（日）
「
全
国
教
育
特

区
サ
ミ
ッ
ト
in
京
都
」（
京
都
市
教
育
委

員
会
・
日
本
教
育
新
聞
社
主
催
）
が
、
京

都
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、
特
区
先
進
地
と
し
て
本
市
も
要
請
さ

れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
２
部
構
成
で
、
１
部
は
文
部
科

学
省
の
講
演
、
２
部
は
分
科
会
が
開
か
れ
、

本
市
の
教
育
委
員
会
職
員
２
人
が
「
市
町

村
費
負
担
教
職
員
任
用
」
分
科
会
に
参
加

し
、
郡
山
市
、
京
都
市
、
徳
島
県
海
部
町

と
と
も
に
パ
ネ
リ
ス
ト
を
つ
と
め
ま
し

た
。
本
市
独
自
の
教
育
特
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
集
ま
っ
た
参
加
者
も
大
変

に
興
味
を
示
し
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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学生のみなさんも２０歳になったら必ず国民年金に加入し、

保険料を納めることが義務となっています。しかし、収入がな

く納めることが困難な学生には在学期間中の保険料が後払いで

きる「学生納付特例制度」があります。

対象 政令で定める大学、短大、専門学校および夜間、通信

制課程の学生で、本人の前年の所得が一定限度以下の学生

手続き 年金手帳、学生証の写しまたは在学証明書などを持

参して、市役所に申請書を提出します。（代理の方の手続き

の場合は認め印が必要になります。）

・猶予となる期間は平成１８年４月～翌年３月です。また、

手続きは毎年度必要です。

承認になると 学生納付特例期間中の障害や死亡といった不

慮の事態には、障害基礎年金または遺族基礎年金が支給され

ます。

・特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入されま

すが、年金額には反映されません。満額の老齢基礎年金を

受けるためにも、卒業後は忘れずに追納しましょう。

※追納…納付特例を受けた期間から１０年以内であれば納められま

すが、経過した年数に応じて納付額に加算額が上乗せされます。

◎一般免除・若年者納付猶予承認中の方は、６月までが免除

期限となっていますので、平成１８年度の申請は７月から

となります。

問い合わせ 保険年金課国民年金担当（内線２７０）

学生納付特例制度
学生のみなさん申請を忘れずに

中央学童保育室を移転しました

保護者の就労などで昼間家が常時留守の状態にある

小学校１年生から３年生までの児童が、学校の放課後

に集う場所が学童保育室です。

４月１日から、中央学童保育室が中央小学校敷地内

に移転となりましたので、お知らせいたします。

問い合わせ 子育て支援課（内線２６２）

民間学童保育室が増えました

学童保育室（市が事業を委託）には、公設民営１０

カ所に加え、一定の要件を備えている民間の施設があ

ります。

４月から民間の学童保育室に次の１カ所が新たに加

わりましたのでお知らせいたします。

名　　称 太井学童保育室（棚田町１―５８―１０ ）

�５５６―５３４０

定　　員 ３０人

開設時間 平日 放課後～午後７時　

土曜日・長期休業期間 午前８時～午後７時

運営主体 社会福祉法人ときわ会

問い合わせ 入退室に関することは子育て支援課（内線２６２）

その他は直接施設へ問い合わせください

全
国
教
育
特
区
サ
ミ
ッ
ト

in
京
都

市
内
の
公
立
学
校
の
通
学
区
域
の
見
直
し
に
つ
い

て
審
議
し
て
い
る
「
行
田
市
公
立
学
校
通
学
区
域
等

審
議
会
」（
森
田
純
之
助
会
長
）
で
は
、
２
月
20
日
、

12
人
の
委
員
が
県
内
で
複
式
学
級
を
行
っ
て
い
る
皆

野
町
立
金
沢
小
学
校（
児
童
数
23
人
）と
本
庄
市
立
本

泉
小
学
校
（
児
童
数
34
人
）
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

国
語
や
算
数
・
道
徳
な
ど
の
授
業
風
景
を
視
察
し

た
一
行
は
、
異
な
っ
た
学
年
の
児
童
を
一
人
の
担
任

が
教
え
る
問
題
や
工
夫
し
た
点
な
ど
を
熱
心
に
見
学

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
委
員
の
間
で
は
「
４

月
か
ら
い
よ
い
よ
市
内
で
複
式
学
級
が
始
ま
る
学
校

が
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
は
や
は
り
適
正
規
模

の
中
で
社
会
性
や
競
争
心
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

大
切
で
す
ね
」
な
ど
の
発
言
も
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、

今
後
も
引
続
き

答
申
書
の
作
成

に
向
け
審
議
を

続
け
て
い
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

�
５
５
６
―

８
３
１
１

全
国
教
育
特
区
サ
ミ
ッ
ト

in
京
都

「
行
田
市
公
立
学
校
通
学
区
域
等

審
議
会
」
の
委
員
が
県
内
の
小
学
校

を
視
察

金沢小金沢小で国語国語の授業授業を視察視察する審議会委審議会委員 金沢小で国語の授業を視察する審議会委員 

「
行
田
市
公
立
学
校
通
学
区
域
等

審
議
会
」
の
委
員
が
県
内
の
小
学
校

を
視
察
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相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

４月２５日（火） 

４月１７日（月）、５月１日（月） 

５月１２日（金）　　 

４月１７日（月）・２０日（木）・２４日（月）・２７日（木）　 
５月１日（月）・８日（月）・１１日（木）・１５日（月） 

４月１８日（火）・２１日（金）・２５日（火）・２８日（金）  
５月２日（火）・９日（火）・１２日（金）　　　　 

５月８日（月）　　 

４月１８日（火）　　　　　　 

５月７日（日）　　　　 

４月２８日（金）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（４月１５日～５月１５日） 

【
相
談
事
例
】

保
険
に
加
入
し
、
他
の
人
を
誘
っ
て
加
入
者
を
増
や
せ
ば

収
入
に
な
る
、
誘
っ
た
加
入
者
数
が
一
定
に
達
す
れ
ば
保
険

料
が
お
ト
ク
に
な
る
と
共
済
へ
の
加
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
保

険
の
内
容
も
加
入
者
に
有
利
と
い
う
。

収
入
に
な
り
、
し
か
も
有
利
な
共
済
な
の
で
入
ろ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。（
40
歳
代
女
性
）

【
お
答
え
し
ま
す
】

共
済
と
は
、
一
定
の
地
域
や
職
場
の
人
が
組
合
を
構
成

し
、
万
が
一
に
備
え
て
共
同
の
基
金
を
形
成
し
、
組
合
員

に
、
災
害
や
不
幸
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
員
全
員

で
助
け
合
う
と
い
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
根
拠
法
の
あ
る
共
済
と
根
拠
法
の
な
い
共

済
（
い
わ
ゆ
る
無
認
可
共
済
）
が
あ
り
ま
す
。
根
拠
法
の
あ

る
共
済
は
、
法
律
で
財
務
状
況
や
共
済
金
の
支
払
い
に
備
え

て
の
準
備
金
な
ど
、
規
制
や
監
督
官
庁
の
監
督
を
受
け
て
い

ま
す
。

一
方
、
無
認
可
共
済
は
根
拠
と
な
る
法
律
が
な
い
た
め
、

こ
の
よ
う
な
規
制
や
監
督
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
財
務

状
況
や
業
務
の
信
頼
性
な
ど
も
自
分
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
共
済
金
が
支

払
わ
れ
る
の
か
、
破
綻
し
た
場
合
の
保
障
は
ど
う
な
る
の
か

な
ど
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。
掛
け
金
が
安
く
て
も
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
お
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。

特
に
事
例
の
よ
う
に
友
人
を
勧
誘
し
て
収
入
を
得
る
と
い

う
よ
う
な
マ
ル
チ
商
法
的
な
勧
誘
を
行
う
無
認
可
共
済
は
、

支
出
し
た
お
金
を
失
う
だ
け
で
は
な
く
、
友
人
を
巻
き
込
む

こ
と
に
よ
り
人
間
関
係
を
失
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
し
て
、
根
拠
法
の
な
い
共
済
事
業

に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
保
険
業
法
の
契
約
者
保
護
ル
ー

ル
を
適
用
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
保
険
業
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
、
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
保
険
金
額
が
１
千
万
円
未
満
、
保
険
期
間
が
２
年
以
内

で
政
令
で
定
め
る
金
額
・
期
間
以
下
の
保
険
の
み
の
引
き
受

け
を
行
う
事
業
者
は
、
新
た
に
「
少
額
短
期
保
険
事
業
者
」

と
し
て
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
額
短
期
保

険
事
業
者
に
は
、
資
本
金
や
資
産
の
運
用
方
法
、
責
任
準
備

金
の
積
み
立
て
な
ど
に
つ
い
て
、
契
約
者
を
保
護
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
は
、
既
存
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

２
年
間
の
移
行
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

無
認
可
共
済
へ
の
加
入
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、
本
当
に
自
分

に
必
要
な
も
の
な
の
か
、
団
体
は
信
用
で
き
る
の
か
な
ど
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

�
０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線

２
５
２
）

「
無
認
可
共
済
」
っ
て
大
丈
夫
？
　
〜
マ
ル
チ
商
法
的
な
勧
誘
に
ご
注
意
！
〜

くらしの 番情報
最
近
、「
無
認
可
共
済
」
に
つ
い
て
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

無
認
可
共
済
は
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
、
農
業
協
同
組
合
法
と
い
っ
た
根
拠
と
す
る
法
律
が
な
い
た
め
、
破
綻
し

た
と
き
の
解
決
が
複
雑
に
な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

休日急患診療

・対象の方には個人通知します。

・対象者以外（平成１７年１２月３１日以前に生まれて生後６月に達する

までの間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けて下さい。

・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し

た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患

を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す

るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。

・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。

・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。

・体温は接種会場で測定してください。

・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか

りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター
持 ち 物 母子健康手帳

４月２４日（月） 平成１８年１月１日～１５日生まれ

５月 ２日（火） 平成１８年１月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心

配事がある、ご自身の性格や人間関係になやみがあるなど
の相談をお受けします。
小学生をはじめ、中学生、高校生やその家族の方も相談

できます。
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ４月２０日（木）
場　　所 保健センター

期　　　日 医療機関名 期　　　日 医療機関名

４月１６日（日） 行田中央総合病院 ５月 ４日（木） 行田中央総合病院

２３日（日） 壮幸会行田総合病院　 ５日（金） 壮幸会行田総合病院　

２９日（土） 行田中央総合病院 ７日（日）
行田中央総合病院

３０日（日）
壮幸会行田総合病院　

１４日（日）

５月 ３日（水）

平成１８年度乳幼児個別予防接種
対象児
１、麻しん・風しん混合ワクチン　

平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれ（１歳から）
２、三種混合�期初回（３回）

平成１８年１月２日～平成１９年１月１日生まれ（３カ月から）

�期追加（１回）�期初回３回目接種から１年経過後
３、日本脳炎　現在見合わせ中（再開され次第対象者には
通知します。）（３歳から）

＊対象児には接種時期になりましたら個人通知します。通知が届いた

ら体調の良い時に、個別予防接種医療機関一覧表（同封）に予約し

て予防接種を受けてください。なお、市外の医療機関で接種を希望

される場合は事前にご相談ください。

＊対象児以外の子（対象年齢以前に生まれた７歳６カ月未満の未接種

の子）は個人通知しません。予診票のない方は母子健康手帳を持参

のうえ保健センターまでお越しください。

期　　間 随時
接種費用 無料

肺がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診
基本健康診査と同時に実施しておりますが、がん検診だ

けの受診ができるようになりました。

日　　程
○集団検診…基本健康診査の集団健診と同じ。
受付時間…基本健康診査と同時に受診する場合

午後１時３０分～２時３０分
…がん検診単独で受診する場合
午後２時３０分～３時

○個別検診…５月１日（月）～平成１９年２月２８日（水）
対 象 者 肺がん検診、大腸がん検診…４０歳以上　　

前立腺がん検診…５０歳以上の男性
費　　用 肺がん検診、大腸がん検診…無料　　

前立腺がん検診…５００円（７０歳以上は無料）
検査方法 肺 が ん 検 診　問診・胸部エックス線検査

大腸がん検診　問診・便潜血検査二日法
前立腺がん検診　問診・血液検査

※詳細は、申し込みをした方にお知らせします。
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レディース検診
（乳がん、子宮頸がん合同検診）
日　　程

受付時間 午後０時３０分～１時３０分
対 象 者
○乳がん検診…国の指針のとおり平成１８年度より同一

人について２年に１回の検診となります。
４０歳以上の偶数年齢の方および平成１７
年度に受診していない奇数年齢の方

○子宮頸がん検診…２０歳以上の方
費　　用 １，２００円（７０歳以上の方は無料）

乳がん検診のみの場合８００円（７０歳以上の
方は無料）
子宮頸がん検診のみの場合４００円（７０歳以
上の方は無料）

検査方法 乳がん検診　問診、視触診、マンモグラフィー
（乳房エックス線検査）
子宮頸がん検診　問診、内診、細胞診

注意事項 既に何らかの自覚症状があり、速やかに医療を
受診することが適当な方や、次の事項に該当す
る方は検診を受けることができません。
（１）乳がん検診

①乳房に関する疾病で経過観察中、治療中、
手術後の方
②豊胸手術を受けている方
③現在授乳中、妊娠中（可能性も含む）の方

（２）子宮頸がん検診
①子宮に関する疾病で経過観察中、治療中、
手術後の方
②生理中または妊娠中（可能性も含む）の方

申し込み ４月１７日（月）から電話でお申し込みくださ
い。各会場ともに定員がありますので、やむを
えず希望日の変更をお願いする場合がありま
す。全日程が定員になり次第お申し込みを締め
切ります。

月　　　日 会　　　場 月　　　日 会　　　場

５月 ８日（月） 保健センター ８月 １日（火）
保健センター

９日（火） 南 河 原 支 所 ２日（水）

２９日（月）

保健センター

９月２１日（木） 持 田 公 民 館

６月１９日（月） ２８日（木） 保健センター

２１日（水） １０月 ３日（火）
忍・行田公民館

７月１１日（火） １１月 ８日（水）

２０日（木） 太 井 公 民 館 １４日（火）
保健センター

３１日（月） 保健センター １２月１８日（月）

平成１８年度ウォーキング教室
春はウォーキングの季節です。正しい歩き方を学んで、

あなたの健康管理に役立ててみませんか。４日間とも受講
できる方をお待ちしています。

日　　程 午前１０時～１１時３０分

会　　場 保健センター
内　　容 毎日続けられるバランスの良い歩き方について
担　　当 ヘルスケアトレーナー・保健師 ほか
定　　員 ３０人（定員になり次第締め切ります）
持 ち 物 健康手帳・室内履き・動きやすい服装
申し込み 電話で申し込みください。

（これまでに受講したことのある方は、ご遠慮ください）

４月２１日（金） ５月１９日（金） ６月１６日（金） ７月２１日（金）

親子広場
親子いっしょにおもちゃなどで遊んだり、親同士でお話

しをしたりする場としてお気軽にご利用下さい。身長計・
体重計や市内のサークルの情報などもあります。申し込み
は不要です。

時　　間 午前１０時～１１時
場　　所 保健センター２階集団指導室
対 象 者 乳児から小学校入学前までの親子

４月２４日（月） ７月３１日（月） １０月２３日（月） １月２２日（月）

５月２９日（月） ８月２８日（月） １１月２７日（月） ２月２６日（月）

６月２６日（月） ９月２５日（月） １２月１８日（月） ３月２３日（金）

母親学級
対　　象 初妊婦（家族の参加可）
時　　間 午後１時３０分～
場　　所 保健センター２階集団指導室
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具

５月１６日（火）
オリエンテーション
妊娠の生理と分娩経過

妊娠中の食事

保 健 師
医 　 師
栄 養 士

６月 ７日（水）
虫歯予防

妊娠中と産後の生活
お友達をつくろう

歯科医師
助 産 師
保 健 師

２６日（月）
赤ちゃんの保育
お風呂の入れ方

保 健 師
〃

日　　程 内　　　　容 担　当
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平成１８年度から年齢によって受診方法が変わります。
受診券(はがき)の再発行は原則としてできませんので、紛失にはご注意ください。受診券(はが

き)が届かない方で健診の機会のない方は保健センターへお問い合わせください。年齢は平成１８
年４月１日現在の年齢になります。

・健診は、個別健診（医療機関実施）・集団健診・ヤング
健診のうちいずれかを選んで受診してください。
受診までの順序
保健センターへ連絡して受診券(はがき)をもらう。
個別健診……６５歳以上の方と同じ
集団健診……４０歳以上６４歳以下の方と同じ
ヤング健診…①希望日を選んではがき･ＦＡＸ･窓口･電

話で保健センターへ申し込む。４月１７
日（月）から受け付けます。（申し込み必
要事項､住所､氏名､生年月日､電話番号）
②受診

ヤング健診日程
受付時間……午後１時３０分～２時３０分
＊朝食を早くとり、昼食はとらないでください。水、緑
茶は飲んでも差し支えありません。

費　　用　無料
持 ち 物　受診券（はがき）、健康手帳
健診内容　身長、体重、尿検査、血圧測定、血液検査

７月 ３日（月）
保健センター

９月１１日（月）

日　　程 会　　場

１５歳以上３９歳以下の方

・健診は、個別健診（医療機関実施）・集団健診のうちど
ちらかを選んで受診してください。
・集団健診は、会場ごとに定員がありますのでやむを得ず希
望日の変更をお願いすることがありますがご了承ください。
受診までの順序
個別健診……６５歳以上の方と同じ。
集団健診……①受診券（はがき）が届いているか確認する。

②希望日を選んではがき･ＦＡＸ･窓口･電
話で保健センターへ申し込む。４月１７
日(月)から受け付けます。（申し込み必
要事項）住所､氏名､生年月日､電話番号
③受診

集団健診日程
受付時間……午後１時３０分～２時３０分
＊朝食を早くとり、昼食はとらないでください。水、緑
茶は飲んでも差し支えありません。

費　　用　５００円
持 ち 物　受診券(はがき)、健康手帳、健康保険証
健診内容　身長、体重、尿検査、血圧測定、血液検査、理

学的検査、（心電図検査、眼底検査は医師の指
示により実施します）

４０歳以上６４歳以下の方

平成１８年度が検診実施の最終年度になります。４０歳
以上の方で過去にこの検診を受けたことのない方は、基本
健康診査受診の際にお申し出ください。
検査方法　問診、血液検査
費　　用　５００円（７０歳以上は無料）

Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルス検診

・健診はすべて個別健診（医療機関実施）になります。保
健センターなどで実施する集団健診は受けられません。
・６５歳以上の方には１８年度から基本健康診査に介護予
防のための健診が含まれることになりました。ぜひ年に１
回健診を受けましょう。
受診までの順序
①受診券（はがき）が届いているか確認する。
②希望医療機関へ予約する。
③受診

受診できる期間
５月１日（月）～平成１９年２月２８日（水）

実施医療機関
個別健（検）診実施医療機関と検査内容（１９ページ左上

の表）をごらんください。
費　　用　５００円（７０歳以上は無料）
持 ち 物　受診券(はがき)、健康手帳、健康保険証
健診内容　身長、体重、尿検査、血圧測定、血液検査、理学

的検査、結核検診、介護予防のための健診（心電
図検査、眼底検査は医師の指示により実施します）

６５歳以上の方

日　　程 会　　場 日　　程 会　　場

５月１５日（月） 保健センター ９月 ５日（火） 地域文化センター

２２日（月） 南 河 原 支 所 ２６日（火） 下 忍 公 民 館

３０日（火） 総合福祉会館やすらぎの里 １０月 ２日（月） 保健センター

６月 ８日（木） 保健センター １１日（水） 埼 玉 公 民 館

１３日（火） 太 田 公 民 館 １１月 ７日（火） 佐 間 公 民 館

２７日（火） 星 河 公 民 館 １６日（木） 星 宮 公 民 館

７月 ４日（火） 保健センター ２８日（火）
保健センター

２５日（火）
持 田 公 民 館

１２月 ４日（月）

２６日（水） １２日（火） 太 井 公 民 館

８月 ８日（火） 荒 木 公 民 館 １３日（水） 保健センター

９日（水） 保健センター
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保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

５月 ９日（火） 

５月２４日 (水） 
平成１７年１２月１５日～平成１８ 
年１月１４日生まれの子 

５月１２日 (金） 平成１６年１１月生まれの子 

５月２５日 (木） 平成１５年１０月生まれの子 

５月１９日 (金） 平成１４年１１月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ５月３０日（火） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
５月１１日（木） 

５月２３日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ５月 ８日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

５月２９日 (月） 

５月２６日 (金） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１７年１２月１５日～平成１８年 
１月１４日生まれの子をお持ちの方 

平成１７年１０月１５日～１２月１４ 
日生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ５月１７日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

個別健(検)診実施医療機関と検査内容 健（検）診負担金免除

下記に該当する方は基本
健康診査やがん検診などの
費用が免除になります。

①６５歳から６９歳で老人
保健法の医療受給者証を
お持ちの方
②生活保護世帯に属する方
③市民税非課税世帯に属す
る方
④行田市国民健康保険に加
入している方（Ｂ型Ｃ型
肝炎ウイルス検診、骨粗し
ょう症検診、歯周疾患検診
は免除になりません。）

①、②については受診時に
受給者証を、④については
保険証を提示してください。
③については事前に保健セ
ンターへお問い合わせくだ
さい。

○印は実施できる項目、空欄は実施していない項目です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

石井クリニック

おくだいら内科クリニック

加藤内科医院

川島胃腸科

行田岡田医院

行田協立診療所

行田外科医院

行田中央総合病院

栗原医院

○
○ ○ ○ ○ ○

池畑クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒木医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤井胃腸科

壮幸会行田総合病院附属

行田クリニック

高梨医院

田代医院

中野医院

根本医院

ハピネス診療所

村越メディカルクリニック

やまかわ内科クリニック

島田クリニック

さかつめ内科医院

小林内科医院

検査内容 検査内容

医療機関名 医療機関名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少
量
化
を

図
る
た
め
、不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
、

ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品
登
録
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
品
物
無
料
）

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い

る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
大
人
用
ベ
ッ
ド
　
▽
テ
レ
ビ
（
32
イ
ン
チ
）
▽
オ

ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
　
▽
食
器
棚
　
▽
エ
ア
コ
　
ン

▽
全
自
動
洗
濯
機
　
▽
冷
蔵
庫
　
▽
子
供
用
二
段
ベ

ッ
ド
　
▽
学
習
机
　
▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
▽
歩
行
器

▽
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
　
▽
Ａ
Ｂ
兼
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
　
▽

Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
　
▽
陶
芸
用
ろ
く
ろ
　

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
▽
大
人
用
自
転
車
　
▽
子
供

用
自
転
車
　
▽
べ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
　
▽
テ
レ
ビ
（
20
イ

ン
チ
〜
24
イ
ン
チ
）
▽
自
転
車
用
取
り
付
け
い
す

▽
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
簡
易
型
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
�
５
５
６
―
９
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３
―
０
７
９
２

不
用
品
情
報

《加須市》
タイトル ジャンボこいのぼりがドイツの空を泳ぐ
内　　容 加須市が誇る世界一のジャンボこいのぼり・ジャ

ンボ３世（１００ｍ･３５０kg）が、ＦＩＦＡワー
ルドカップサッカードイツ大会の直前イベントと
して、現地時間の５月２７日（土）･２８日（日）に、
日本代表の初戦の地・カイザースラウテルン市の
空を遊泳することになりました。
そして、今年も第１８回市民平和祭で恒例のジャ
ンボこいのぼりの遊泳が行われます。

日　　程 ５月３日（水）（雨天時は４日）遊泳時間は、①午
前11時～②午後１時～（予定）です。

場　　所 利根川河川敷緑地公園（埼玉大橋西側）
問い合わせ 加須市企画政策課 �０４８０－６２－１１１１

（内線３１７・３１８）

《羽生市》
タイトル 羽生スカイフェスタ２００６
内　　容　カラフルで勇壮な熱気球が大空を舞います。

また、熱気球競技のほか、熱気球の体験登場や
スカイダイビング、モーターパラグライダーなど
のイベントも行われます。

日　　時 ５月１３日（土） １回目午前６時３０分～　
２回目午後２時３０分～

１４日（日） １回目午前６時３０分～
※天候により、時間などが変更になる場合があります。

場　　所 利根川河川敷（昭和橋下流）
問い合わせ 羽生市商工課 �５６０－３１１１

《騎西町》
タイトル 藤まつり
内　　容　玉敷公園内には樹齢４００年を超える大藤があり、

棚は７００�以上。花房は１ｍを超えるものもあ
ります。期間中は日替わりでさまざまなイベント
が開催され、また、物産店や露店なども多数出店
し、大勢の人で賑わいます。

期　　間 ４月２９日（土）～５月５日（金）
場　　所 玉敷公園

問い合わせ 騎西町観光協会事務局（役場産業課内）

�０４８０－７３－１１１１（内線１５３）

《北川辺町》
タイトル 渡良瀬遊水地クリーン作戦　
内　　容 どなたでも参加できます。皆さんの手で渡良瀬遊

水地を守っていきましょう。
日　　時 ４月１５日（土）午前９時～１１時（午前８時３０

分集合）小雨決行
※雨天時は翌日１６日（日）実施

集合場所 渡良瀬遊水地中央エントランス入口下宮橋駐車場
付近（事前説明を行います。）
※軍手・ごみ袋は用意します。

問い合わせ 北川辺町保健センター �０２８０－６２－３３２２
または国土交通省利根川上流河川事務所管理課

�０４８０－５２－３９５７

《大利根町》
タイトル 童謡のふる里図書館ノイエ　
内　　容 屋敷林に囲まれた懐かしさあふれる図書館ノイ

エ。毎月おはなし会や映写会が行なわれています。
たまにはちょっと遠出をして、ノイエで違う時間
を過ごしてみませんか。

開館時間 午前１０時～午後６時
休 館 日 月曜日（休日の場合は翌日）、館内整理日（５月２

日（火）・３１日（水））特別整理期間（５月１５日
（月）から５月２３日（火））

４月・５月の催し
①おはなし会
・０～３歳児向け ４月６日（木）・２０日（木）午
前１０時３０分～
・４歳児以上向け ４月８日（土）・２２日（土）、
５月１３日（土）・２７日（土）午後３時～
②映写会
４月２３日（日）、５月２８日（日）午後２時～

問い合わせ 大利根町童謡のふる里図書館ノイエ

�０４８０－７８－２２１１

～でかけませんかとなりまち～

４月から行田市総合福祉会館
「やすらぎの里」内おもちゃ図書
館の利用日については、次のよ
うに変更となります。
利用日 月・木・土・日曜日 利
用時間 午前９時～午後５時　
休館日 年末年始、祝日および第
４月曜日　 問い合わせ 行田市
社会福祉協議会�５５７―５４００

行田市総合福祉会館
「やすらぎの里」内おもちゃ図書館

の利用日を変更します



■2006.4.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

21

一
般
書

・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
世
界
を
見
る
（
春
日
孝
之
）

・
正
社
員
時
代
の
終
焉
（
大
久
保
幸
夫
）

・
よ
く
わ
か
る
継
続
雇
用
制
度
導
入
の
実
務
と
手

続
き
（
川
端
重
夫
）

・
小
学
生
ま
で
に
身
に
つ
け
る
子
ど
も
の
作
法

（
野
口
芳
宏
）

・
も
の
づ
く
り
革
命（
ニ
ー
ル
・
ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ド
）

・
暁
け
の
蛍
（
朝
松
健
）

・
衣
食
足
り
て
（
山
口
瞳
）

・
私
の
昭
和
の
終
わ
り
史
（
赤
瀬
川
原
平
）

・
病
気
は
自
分
で
治
す
（
安
保
徹
）

児
童
書
　

・
き
ょ
う
か
ら
体
育
が
好
き
に
な
る
！
さ
か
あ
が

り
／
一
輪
車
（
下
山
真
二
）

・
時
を
こ
え
る
七
色
の
玉
（
ジ
ェ
ニ
ー
・
ニ
モ
）

・
す
い
よ
う
び
く
ん
の
げ
ん
き
だ
ま
（
エ
リ
ッ

ク
・
バ
ト
ゥ
ー
）

・
夜
明
け
ま
え
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
（
メ
ア
リ

ー
・
ア
ゼ
ア
リ
ア
ン
）

▼
日
時

４
月
22
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

５
月
６
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

４
月
15
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一
生
　
金
子
み
す

ず
や
さ
し
さ
の
風
景

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
り
、
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
通
し
て
、
親
子
の
や
り
と
り
の
機
会
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
の
発
達
に
と
っ
て

大
切
で
す
。
図
書
館
で
は
、
親
子
で
絵
本
を
楽
し
む

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク

（
ア
ド
バ
イ
ス
集
と
絵
本
２
冊
入
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

４
月
18
日
（火）
、
５
月
９
日
（火）
午
後
１
時

30
分
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す
。
こ

れ
を
機
会
に
子
ど
も
の
本
に
も
目
を
向
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
図
書
館
に
は
約
４
万
９
千
冊
の
児
童
書
が
あ

り
ま
す
。
親
子
で
図
書
館
へ
出
か
け
、
本
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
館
で
は
、
絵
本
や
児
童

文
学
の
案
内
書
な
ど
も
多
数
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
参
考
ま
で
に
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
絵
本
を
読
む
こ
と
（
松
岡
享
子
）

・
子
ど
も
の
本
の
歴
史
（
ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
）

・
私
た
ち
の
選
ん
だ
子
ど
も
の
本
（
東
京
子
ど
も

図
書
館
編
）

・
赤
ち
ゃ
ん
の
本
棚
　
０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
（
ド

ロ
シ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
）

・
子
ど
も
の
本
　
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
図
書
館
の
学
校
編
）

・
読
み
聞
か
せ
わ
く
わ
く
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
代
田
知
子
）

・
ミ
ニ
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
ど
う
ぞ
（
北
畑
博
子
）

※
ま
だ
、
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
、
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
確
認
の
で
き
る
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
利
用
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

最
近
、
資
料
の
予
約
が
た
い
へ
ん
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
予
約
資
料
の
用
意
が
で
き
た
旨
の
連
絡

後
、
１
週
間
を
経
過
し
て
も
借
り
に
来
ら
れ
な
い

場
合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
多
く
の
利
用
者
に
公
平
に
サ
ー
ビ
ス

を
す
る
た
め
、
予
約
冊
数
の
上
限
を
貸
出
冊
数
の

上
限
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

本
と
雑
誌
　
　
　
合
わ
せ
て
５
冊
ま
で

ビ
デ
オ
と
Ｃ
Ｄ
　
合
わ
せ
て
２
点
ま
で

図
書
館
に
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
を
館

内
で
視
聴
す
る
た
め
の
ブ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

多
く
の
方
々
に
公
平
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

ひ
と
り
１
日
２
回
ま
で
と
ブ
ー
ス
の
利
用
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

４
月
17
日
（月）
・
24
日
（月）
、
５
月
１
日
（月）
・
２
日

（火）
・
８
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
に
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠

に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
破
損
防
止
の
た
め
、
開
館

時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

鳥
塚
早
葵
さ
ん
（
南
河
原
）

「
江
戸
」
が
国
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
ん
な
奇

想
天
外
な
近
未
来
が
こ
の
物
語
の
舞
台
で
あ
る
。

主
人
公
辰
次
郎
は
７
歳
以
前
の
記
憶
が
な
い
こ
と

を
除
け
ば
ご
く
普
通
の
大
学
生
だ
。
あ
る
日
、
死

も
間
近
な
父
に
、
昔
江
戸
に
住
ん
で
い
た
と
聞
か

さ
れ
る
。
辰
次
郎
は
父
の
最
後
の
願
い
を
聞
い
て

江
戸
に
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
。
江
戸
で
辰
次
郎

を
待
っ
て
い
た
も
の
は
金
春
屋
ゴ
メ
ス
と
い
わ
れ

る
冷
酷
無
慈
悲
な
長
崎
奉
行
だ
っ
た
。
辰
次
郎
は

ゴ
メ
ス
の
も
と
で
働
く
う
ち
に
自
分
に
課
せ
ら
れ

た
役
目
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
辰
次
郎
の

江
戸
入
り
の
本
当
の
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

テ
ン
ポ
良
く
進
ん
で
い
く
物
語
に
引
き
込
ま
れ

る
こ
と
間
違
い
な
し
。
舞
台
は
近
未
来
の
日
本
だ

が
、
19
世
紀
初
頭
の
江
戸
を
忠
実
に
再
現
し
て
い

る
の
で
ま
る
で
時
代
小
説
で
あ
る
。
普
通
の
時
代

小
説
に
少
々
あ
き
て
し
ま
っ
た
人
は
、
こ
の
春
、

こ
ん
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
時
代
小
説
を
読
ん
で

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
金
春
屋
ゴ
メ
ス
」

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

西
條
　
奈
加
　
著

休

館

日

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

予
約
に
つ
い
て

Ａ
Ｖ
ブ
ー
ス
の
利
用
に
つ
い
て

子
ど
も
映
画
会

親
子
で
本
を
楽
し
ん
で
！

5
月
12
日
（金）
 

太
田
東
小 

5
月
11
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

5
月
10
日
（水）
 

星
宮
小 

4
月
28
日
（金）
 

太
田
西
小 

4
月
21
日
（金）
 

埼
玉
小 

4
月
27
日
（木）
 

泉
小 

4
月
26
日
（水）
 

北
小 

4
月
19
日
（水）
 

須
加
小 

4
月
18
日
（火）
 

北
河
原
小 

※変更する場合があります
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３
月
15
日
、
市
内
の
８
中
学
校
で
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
河
原
中
学
校
で
も
卒
業
証
書
授
与
式
が
開

催
さ
れ
、
42
人
（
男
子
23
人
・
女
子
19
人
）
の

卒
業
生
が
恩
師
や
在
校
生
、
保
護
者
ら
に
温
か

く
見
守
ら
れ
、
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
は

合
計
８
７
７
人
。
中
学
校
で
の
思
い
出
や
経
験

を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
い
羽
ば
た

い
て
い
き
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

２
月
26
日
、
南
河
原
公
民
館
ホ
ー
ル
で
は
、

星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
の
発
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
タ
ミ
ソ
ウ
は
、
北
海
道
や
埼
玉
県
、
熊
本

県
な
ど
で
自
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
絶

滅
の
恐
れ
が
あ
り
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
の
中
で
絶
滅
危
惧
種
Ｉ
Ａ
類
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
塚
田
房
雄
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
や
キ
タ
ミ
ソ
ウ
の
保
護
や
星

川
の
清
掃
美
化
活
動
な
ど
の
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
、
正
式
に
星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を

守
る
会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

３
月
13
日
、
（社）
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
行
田

支
部
長
の
斎
藤
敏
夫
さ
ん
（
写
真
中
央
）
と
副

支
部
長
の
石
塚
隆
男
さ
ん
（
写
真
左
）
が
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
子
供
た
ち
の
安
全
を
願
い
、

津
田
教
育
長
に
光
る
ト
ラ
ッ
ク
型
防
犯
ブ
ザ
ー

８
３
０
個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
も
「
子
供
の
安
全
は
地
域
で

守
る
も
の
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
小
学
校
全
児

童
を
対
象
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、

入
学
式
当
日
に
市
内
全
小
学
校
の
新
入
学
児
童

に
配
布
さ
れ
、
日
常
生
活
の
安
全
・
安
心
な
ど

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

旅
立
ち
の
と
き

８
尺
四
方
の
大
作
を
発
表

貴
重
な
自
然
を
守
る
た
め
に

３
月
５
日
、
産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
94
歳
の
板
画
ば
ん
が

家
、
渥
美
大
童
さ
ん

の
新
作
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
尺
（
２
・
４
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
こ
の
大

作
は
、
渥
美
さ
ん
が
昨
年
５
月
に
亡
く
な
っ
た

妻
キ
ヨ
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
製

作
し
た
作
品
で
、「
水
遠
山
長

す
い
え
ん
さ
ん
ち
ょ
う

」
と
名
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
後
援
会
関
係
者
ら

が
集
ま
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
自

身
一
番
の
出
来
栄
え
と
語
る
渥
美
さ
ん
は
、
お

祝
い
に
訪
れ
た
横
田
市
長
に
、
作
品
に
つ
い
て

熱
心
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
型
防
犯
ブ
ザ
ー
で

安
全
・
安
心
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北
野
家
の
訓
え
を
披
露

３
月
12
日
、
ほ
く
さ
い
農
協
行
田
中
央
支
店

を
会
場
に
行
田
市
農
業
祭
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
に
農
業
へ
の
理
解
を
よ
り
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
い
ち
ご
や
ト
マ

ト
を
は
じ
め
、
行
田
産
の
新
鮮
な
農
産
物
な
ど

の
即
売
や
、
う
ど
ん
や
草
も
ち
の
試
食
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鉢
植
え
（
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
）
や
お
米
（
彩
の
か
が
や
き
）
の
無
料

配
布
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
列
を
作
り
、
す
ぐ

に
配
布
終
了
と
な
る
な
ど
、
大
盛
況
で
し
た
。

３
月
17
日
、「
市
内
の
古
墳
群
等
を
訪
ね
て
」

と
題
し
た
古
墳
群
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
さ
き
た
ま
古
墳
群
を
は
じ
め
と
し

た
、
市
内
に
点
在
す
る
古
墳
を
見
学
し
、
新
た

な
視
点
で
古
墳
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
34
人
は
、
将
軍
山
古
墳
の
展
示
室

や
稲
荷
山
古
墳
な
ど
で
、
県
立
さ
き
た
ま
資
料

館
学
芸
員
や
市
の
文
化
財
保
護
課
職
員
ら
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
、
古
墳
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
い
ま
し
た
。

２
月
19
日
、
行
田
市
南
河
原
村
合
併
記
念
第

19
回
行
田
市
生
涯
学
習
推
進
市
民
大
会
が
産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
お
よ

そ
９
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
は
タ
レ
ン
ト
の
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
の

兄
で
、
淑
徳
大
学
教
授
の
北
野
大
さ
ん
を
招
き
、

「
北
野
家
の
訓お
し

え
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

自
ら
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
今
の
時
代
に
必
要

な
心
や
気
持
ち
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
、
講
師

の
人
柄
を
感
じ
さ
せ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
持
田
公
民
館
の
「
持
田
ハ
ー
モ
ニ
カ

ク
ラ
ブ
」
の
演
奏
や
、
南
河
原
公
民
館
の
「
ひ

ま
わ
り
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
八
木
節
の
踊
り

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
美
し
く
み
せ
る
た
め
に

３
月
４
日
、
古
代
蓮
会
館
で
「
洋
ラ
ン
の
入

っ
た
高
級
寄
せ
植
え
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し

た
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
イ
ン
ド

ア
グ
リ
ー
ン
専
攻
講
師
の
伊
藤
弘
充
さ
ん
ら
の

指
導
に
よ
り
、
洋
ラ
ン
を
つ
か
っ
た
寄
せ
植
え

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
ラ
ン
の
特
性
を
理
解
し

て
、
失
敗
し
な
い
た
め
の
管
理
や
方
法
な
ど
、

専
門
的
な
知
識
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
30
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
工
夫

を
取
り
入
れ
な
が
ら
寄
せ
植
え
に
挑
戦
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

古
墳
の
ロ
マ
ン
を
再
発
見

新
鮮
で
お
い
し
い
行
田
産
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２
月
26
日
、

埼
玉
少
年
剣
道

部
創
立
30
周
年

記
念
剣
道
大
会

が
埼
玉
中
学
校

体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
市
内
外

で
活
動
す
る
少

年
剣
士
お
よ
そ

１
０
０
人
が
、

学
年
別
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
参

加
し
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
埼
玉
少
年
剣
道
部
か
ら
は
、
小
学
５
年
生

の
部
で
優
勝
す
る
な
ど
、
記
念
す
べ
き
大
会
に

ふ
さ
わ
し
い
活
躍
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
会
終
了
後
、
埼
玉
公
民
館
に
お
い
て
参
加
者

や
保
護
者
、
大
会
関
係
者
ら
の
懇
親
会
も
開
催

さ
れ
、
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
し
た
。

創
設
30
周
年
を
む
か
え
こ
の
大
会
を
主
催
し

た
埼
玉
少
年
剣
道
部
は
、
毎
週
月
曜
・
木
曜
日

の
午
後
６
時
か
ら
７
時
30
分
に
埼
玉
小
学
校
体

育
館
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県

剣
道
連
盟
行
田
支
部
に
所
属
し
て
い
る
同
部

は
、
現
在
、
小
学
生
25
人
の
剣
士
た
ち
が
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

稽
古
の
成
果
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
春
季

武
道
大
会
や
小
学
生
剣
道
大
会
、
行
田
市
青
少

年
武
道
大
会
な
ど
、
ま
た
、
剣
道
形
講
習
、
１

〜
５
級
審
査
会
な
ど
昇
級
や
昇
段
を
目
指
す
審

査
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
１

月
１
日
に
は
元
旦
稽
古
会
を
行
い
、
市
内
の
剣

道
部
か
ら
も
大
勢
参
加
し
、
鍛
錬
に
励
み
、
剣

道
を
通
じ
て
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

４
月
に
な
り
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
上
の
学
年
に
進

級
、
そ
し
て
新
し
い
部
員
も
加
わ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
入
部
を
希
望
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
活
動
日
の
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

30
周
年
と
い
う
伝
統
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
剣
道
を
通
じ
て
の
心
の
交
流
を
は
か
る
た

め
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
谷
川
定
男
�
５
５
９
│
４
８
５
３

私
の
作
品

佐
間
　
　
根
岸
　
克
美

久
に
逢
ふ
友
と
即
決
探
梅
行

た
ん
ば
い
こ
う

忍
　
　
　
伊
藤
　
英ふ

さ

子

梅
が
枝
の
蕾
数
多

あ
ま
た

や
母
の
声

谷
郷
　
　
高
橋
　
保
子

東
風

こ

ち

吹
い
て
五
感
目
覚
む
る
詩う

た

心

斎
条
　
　
吉
田
セ
ツ
子

射
る
よ
う
に
我
を
見
据
え
る
恋
の
猫

中
央
　
　
藤
野
　
芳
江

節
分
会え

亡
き
父
の
声
聴
え
け
り

荒
木
　
　
小
林
　
康
男

朱し
ゅ

の
幟

の
ぼ
り

児
等
弾は

ず

み
来
る
太
子
祭

荒
木
　
　
梁
川
も
と
子

遠
景
に
赤
城
を
据
え
て
ス
ワ
ン
浮
く

下
中
条
　
飯
塚
よ
ね
子

農
に
生
く
一
鍬く

わ

ご
と
の
春
の
土

須
加
　
　
福
田
　
富
治

花
ず
か
れ
老
女
は
独
り
黙
し
お
り

壱
里
山
町
　
大
竹
　
祐
子

土
手
青
む
農
機
の
音
の
か
ろ
や
か
に

門
井
町
　
小
暮
　
愛
子

蕗ふ
き

の
薹と

う

地
中
の
幸
を
摘
み
に
け
り

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

埼玉少年剣道部

30周年をむかえ、さらなる飛躍を
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埼
玉
　
　
諸
貫
　
み
や

臘
梅

ろ
う
ば
い

に
頬
す
り
寄
せ
て
芳
香

か

を
も
ら
う

荒
木
　
　
松
村
サ
ワ
子

あ
ば
れ
風
し
だ
れ
柳
を
踊
ら
せ
る

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

メ
ン
コ
や
カ
ル
タ
、
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
に

セ
ル
ロ
イ
ド
人
形
。
昭
和
40
年
代
の
も
の
を
中

心
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
収
集
を
続
け
て
い
る
の

が
棚
田
町
に
お
住
ま
い
の
栗
原
喜
文
さ
ん
で
す
。

栗
原
さ
ん
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
父
親
か
ら
真
空
管
ラ
ジ
オ
を
譲
り
受

け
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
８
歳
の
こ
ろ
か
ら

切
手
は
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
ラ
ジ

オ
か
ら
で
す
ね
。
私
が
集
め
て
い
る
の
は
生
活

に
密
接
に
関
係
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
昔
実

際
に
使
っ
て
い
た
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
も
の
に

心
ひ
か
れ
ま
す
ね
」
と
話
す
よ
う
に
、
28
年
間

集
め
て
い
る
の
は
誰
で
も
一
度
は
使
っ
た
り
目

に
し
た
こ
と
の
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
テ
レ

ビ
の
鑑
定
番
組
に
も
２
回
の
出
演
経
験
が
あ
る

栗
原
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
マ
ッ
チ
の
ラ

ベ
ル
だ
け
で
も
８
千
点
以
上
と
の
こ
と
。
な
ん

で
も
コ
レ
ク
タ
ー
を
自
称
す
る
だ
け
あ
っ
て
自

宅
に
は
い
ろ
い
ろ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
せ
ま

し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

「
自
宅
に
し
ま
い
こ
む
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
、
２
月
に
熊
谷
で
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
を
開
き
ま
し
た
。
今
は
昭
和
ブ
ー
ム
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
懐
か
し
さ
を
求
め
て
多
く

の
人
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
度
は
ぜ
ひ

行
田
で
開
催
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
行
田
に

は
い
ろ
い
ろ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
ま
す
か
ら
、
店
先
な
ど
に
展
示
し
て
、

街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
す
れ
ば
観
光
客
も
呼
べ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
る
喜
文
さ
ん
。

ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
行
動
力
の
あ
る
栗
原
さ
ん

は
、
行
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
の
初
代

会
長
と
し
て
、
６
万
人
の
音
楽
祭
や
い
ろ
い
ろ

な
コ
ン
サ
ー
ト
も
手
掛
け
た
こ
と
が
あ
る
と
の

こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
常
設
展
示
を
行
い
、
で
き
れ
ば
記
念

館
を
作
り
た
い
と
夢
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
濱
　
幸
恵

さ

え

ち
ゃ
ん
（
矢
場
）

孝
幸
・
友
紀
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
４
月
30
日
生
ま
れ

「
幸
せ
に
囲
ま
れ
ま
す
よ
う
に
」

古
関
　
杏
菜

あ
ん
な

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

成
人
・
和
恵
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
４
月
３
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
！
」

茂
木
　
香
麟

か
り
ん

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

健
史
・
純
子
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
４
月
17
日
生
ま
れ

「
響
楓
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
　
」

佐
藤
　
澪
菜

れ

な

ち
ゃ
ん
（
城
西
）

直
人
・
紗
代
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
４
月
７
日
生
ま
れ

「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ナ
　
」

田
島
　
碧

あ
お
い

ち
ゃ
ん
（
富
士
見
町
）

晶
司
・
裕
子
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
４
月
11
日
生
ま
れ

「
人
に
好
か
れ
る
優
し
い
子
に
」

今月は、平成17年6月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは4月28日（金）です。
抽選会は5月1日（月）の午後1時30分市役所203会議室

夢
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
記
念
館

栗
原
　
喜
文
さ
ん
（
棚
田
町
・
55
歳
）

『妙義山麓桜』（油絵）
須加　新作（須加）



▼
日
時

４
月
17
日
（月）
午
後
２
時
〜

９
時
　
▼
場
所

公
園
通
り
（
市
役
所

前
〜
水
城
公
園
）
▼
内
容

春
の
植
木

市
、
片
原
手
お
ど
り
、
新
・
行
田
音
頭

の
披
露
　
▼
問
い
合
わ
せ

行
田
市
観

光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時

５
月
４
日
（木）
午
前
10
時
〜
午

後
８
時
　
▼
場
所

さ
き
た
ま
古
墳
公

園
　
▼
内
容

採
火
行
列
、
修
祓

し
ゅ
う
ば
つ

の
儀
、

輦
台

れ
ん
だ
い

行
列
、
古
代
住
居
炎
上
、
花
火
打

ち
上
げ
な
ど
　
▼
問
い
合
わ
せ

さ
き

た
ま
火
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
埼

玉
公
民
館
内
）
�
５
５
９
―
０
０
４
７

▼
日
時

５
月
５
日
（金）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

児
童
セ
ン
タ

ー
　
▼
内
容

ア
ニ
メ
上
映
、
ゲ
ー
ム

と
楽
し
い
制
作
　
▼
対
象

幼
児
か
ら

大
人
ま
で
　
▼
定
員
　
50
人
　
▼
参
加

無
料
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
17
日
（月）
か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー

�

５
５
４
―
５
７
０
６

新
緑
の
峠
道
を
は
つ
ら
つ
と
歩
き
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程

５
月
７
日
（日）
※
雨
天
決
行

▼
場
所

群
馬
県
安
中
市
松
井
田
町
碓

氷
峠
『
ア
プ
ト
の
道
』
ほ
か
　
▼
内
容

旧
信
越
本
線
（
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う

は
国
の
重
要
文
化
財
）
と
ア
プ
ト
式
旧

線
を
利
用
し
た
峠
の
遊
歩
道
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
　
▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
方
　
▼
定
員

１
０

０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

大
人

１
千
円
、
子
供
（
中
学
生
以
下
）
５
０

０
円
（
バ
ス
代
、
保
険
料
）
▼
申
し
込

み

４
月
10
日
（月）
〜
21
日
（金）
の
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
、
直
接
窓
口

で
受
け
付
け
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
�
５
５
６
―

８
３
３
６

▼
期
間

９
月
か
ら
１
年
間
　
▼
費
用

全
額
自
己
負
担
　
▼
留
学
先

山
西
大

学
・
北
京
外
国
語
大
学
・
河
南
大
学
・

鄭
州
大
学
・
大
連
外
国
語
大
学
・
河
南

中
医
学
院
の
６
大
学
　
▼
対
象

18
歳

か
ら
65
歳
（
高
等
学
校
卒
業
以
上
）
▼

募
集
期
間

４
月
30
日
（日）
ま
で
　
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

７
０
０
円
切
手
を
同
封
の
上
、
〒
３
３

１
―
０
８
２
１
　
さ
い
た
ま
市
北
区
別

所
町
15
―
５
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス

プ
ラ
ザ
２
２
０
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県

日
本
中
国
友
好
協
会

�
０
４
８
―
６

６
２
―
８
０
６
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
日
時

４
月
22
日
（土）
・
23
日
（日）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所
　
長
野
公

民
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

写
真
お
よ
び

山
野
草
の
展
示
　
▼
主
催

な
が
の
写

遊
会
・
野
草
趣
味
の
会
　
▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

同
館

�
５
５
３
―

１
４
１
４
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行
田
春
ま
つ
り

第
21
回

さ
き
た
ま
火
祭
り

こ
ど
も
の
日
の
つ
ど
い

い
き
い
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

中
国
へ
の
留
学
生

時間 午後１時３０分～３時３０分
場所 中央公民館 第１学習室（教

育文化センターみらい内）
講師 小坂部元秀さん（日本文芸家

協会会員・学習院名誉教授）

定員 １００人
主催 中央公民館
参加無料

申し込み 受け付けは４月２５日（火）午前１０時から中央公民館２階第１学
習室で行います。先着順で受け付け、定員になり次第締め切りま
す。なお、電話による申し込みは窓口で定員に満たなかった場合
に限り午前11時から受け付けます。

問い合わせ 中央公民館　�５５６－２６４９

写
真
展
・
山
野
草
展

文学講座受講生

回 日　　程 作家名 学習内容（作品）

１ ６月 ６日（火） 国木田独歩
「春の鳥」「少年の悲哀」「忘れ得ぬ人々」「武蔵野」
「運命論者」「源をじ」

２ ９月１２日（火） 島崎　藤村 「藤村詩集」「破戒」「家」「新生」

３ １０月 ３日（火） 宮沢　賢治
「永訣の朝」（詩） 「無声慟哭」（詩）
「注文の多い料理店」「風の又三郎」

４ １１月 ７日（火） 大岡　昇平 「野火」「花影」

５ １２月 ５日（火） 太宰　　治 「晩年」「富嶽百景」「お伽草紙」「桜桃」「人間失格」



み
な
さ
ん
は
「
足
袋
蔵
」
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
む
か
し
行
田
で
足
袋
づ
く

り
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
、
足
袋
を
し
ま

う
倉
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
「
足

袋
蔵
」
で
す
。

今
回
も
、
そ
の
「
足
袋
蔵
」
の
中
で

こ
だ
わ
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
「
足
袋
蔵
」
を
探
検
・

体
験
し
て
、
行
田
の
ま
ち
を
再
発
見
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

４
月
22
日
（土）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
４
月
23
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ス
タ
ー

ト
は
忠
次
郎
蔵
（
初
日
は
午
前

９
時
45
分
集
合
・
雨
天
決
行
）

▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他

１

日
ま
た
は
２
日
間
参
加
も
可

▼
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぎ
ょ
う
だ
足

袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
▼
問
い

合
わ
せ

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

０
９
０
―
８
７
２
６
―
４
９
６
２

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
は
、
家

庭
や
社
会
の
中
で
の
男
女
の
よ
り
よ
い

生
き
方
な
ど
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
考

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
年
４
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
男
女
は
さ

ま
ざ
ま
に
協
力
し
、
支
え
合
い
な
が
ら

家
庭
や
社
会
で
の
生
活
を
送
っ
て
お

り
、
男
女
共
同
参
画
は
私
た
ち
に
身
近

な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

市
内
に
在
住
す
る
18
歳

以
上
の
方
で
、
応
募
日
現
在
、
本
市
の

委
員
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
方
　
▼
任

期

２
年
　
▼
募
集
人
数

４
人
　
▼

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
簡
単
な
応
募
動
機

（
２
０
０
字
程
度
）
を
ご
記
入
の
上
ご

応
募
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）
▼
締
め

切
り

５
月
19
日
（金）

▼
応
募
・
問
い

合
わ
せ

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

担
当
（
内
線
３
１
２
）
Ｅ
メ
ー
ル

k
ik
a
k
u
s
e
is
a
k
u
@
c
ity
.g
y
o
d
a
.

s
a
ita
m
a
.jp

▼
日
時

５
月
14
日
（日）
午
前
９
時
30
分

開
場
　
午
前
10
時
開
演
　
▼
場
所

産

業
文
化
会
館
　
▼
内
容

民
謡
と
津
軽

三
味
線
　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催

行

田
市
民
謠
協
会
　
▼
後
援

行
田
市
、

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
▼
問
い
合

わ
せ

同
協
会
岩
崎
宅

�
５
５
６
―

３
９
４
６

■2006.4.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111
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題 「月」 詠進要領 ①詠進歌は、お題を詠み込んだ自

作の短歌で一人一首とし、未発表のものに限ります。②書式は、

半紙（習字用）を横長に用い、右半分にお題と短歌、左半分に

郵便番号、住所、電話番号、氏名（本名、ふりがな）、生年月日、

職業（なるべく具体的に）を縦書きしてください。無職の場合

は、「無職」と書いてください。（以前に職業に就いたことがあ

る場合は、なるべくもとの職業を書いてください。）なお、主婦

の場合は、単に「主婦」と書いても差し支えありません。③用

紙は半紙とし、毛筆で自書してください。ただし、海外から詠

進する場合は、用紙は随意とし、毛筆でなくても差し支えあり

ません。④病気または身体障害のため毛筆にて自書することが

できない場合は次のようにできます。○代筆（墨書）による。

代筆の理由、代筆者の住所と氏名を別紙に書いて、詠進歌に添

えてください　○本人がワープロやパソコンなどを使用して印

字する。この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書い

て詠進歌に添えてください　○視覚障害の方は、点字で詠進し

ても差し支えありません　 注意事項 次の場合には、詠進歌

は失格となります。○お題を詠み込んでいない場合 ○一人で二

首以上詠進した場合 ○詠進歌が既に発表された短歌と同一また

は著しく類似した短歌である場合 ○詠進歌を歌会始の行われる

以前に、新聞、雑誌、その他の出版物、年賀状などにより発表

した場合 ○④に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆

と認められるすべての詠進歌 ○住所、氏名、生年月日、職業を

書いてないもの、その他この詠進要領によらない場合　 応募

期間 ９月３０日（土）まで（郵送の場合消印有効） 申し込み

〒１００―８１１１　宮内庁（封筒に「詠進歌」と書き添える）

問い合わせ ９月２０日（水）までに直接、宮内庁式部職あて

に、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった封筒を

添えてください。また宮内庁ホームページをご参照ください。

（http://www.kunaicho.go.jp/１２/d１２-０８.html）

男
女
共
同
参
画
　

推
進
協
議
会
委
員

津
軽
三
味
線
　
民
謡
の
祭
典
　

謡
と
お
ど
り
の
誘
い
　

第
31
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

平成１９年歌会始の詠進歌

第
２
回
蔵
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
０
６

行田市駅 

行田市商工センター 
3F行田商工会議所 埼玉りそな銀行 

武蔵野銀行 武蔵野銀行 

NTT
行田 
市役所 

忠次郎蔵 

蓮華寺 卍 

行田外科病院 

バス停 
商工センター前 バス停 

新町一丁目 
バス停 
新町一丁目 

水洗トイレとは、汚水を公共下水道へ直接流すトイレのことをいいます。
下水道一口メモ

下水道のしくみ
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行田市の人口と世帯　　　　人口８８,７１６人　男４４,１７５人　女４４,５４１人　世帯数３１,４９４世帯
（平成１８年３月１日現在） ２月中の異動　出生６０人　転入等１７５人　死亡６７人　転出等２１８人

市
で
は
、
内
職
を
お
探
し
の
方
や

内
職
希
望
者
を
お
探
し
の
企
業
の
た

め
に
、
内
職
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
求
職
者
と
求
人
企
業

の
橋
渡
し
役
と
な
る
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

内
職
問
題
に
関
心
と

理
解
を
お
持
ち
の
方
で
、
相
談
業
務

に
従
事
で
き
る
方
　
▼
業
務
内
容

内
職
に
関
す
る
相
談
業
務
、
求
人
・

求
職
の
受
付
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
業
務

な
ど
　
▼
勤
務
日
時

毎
週
火
・
金

曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
▼

募
集
人
数

１
人
　
▼
報
酬
　
月
額

４
万
２
千
円
　
▼
応
募
方
法

市
販

の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
商
工
観
光
課
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
　
▼
選
考
方
法

書
類
選
考
の
上
、
決
定
い
た
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
（
内

線
３
８
３
）

▼
日
時

４
月
23
日
〜
７
月
30
日
の

毎
週
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

富
士
見
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
　
▼
対
象

初
心
者
か
ら
競
技
指

向
の
方
（
年
齢
制
限
無
し
）
▼
参
加

費
　
１
人
５
０
０
円
　
教
室
初
日
受

付
に
て
徴
収
し
ま
す
　
▼
用
具

ラ

ケ
ッ
ト
は
貸
与
可
能
、
シ
ュ
ー
ズ
は

個
人
で
用
意
　
▼
主
催

行
田
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
　
▼
申
し
込
み

参
加
当
日
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
行
い

ま
す
。
期
間
中
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

同
連
盟

理
事
長
大
西
武
士

�
５
５
３
―
２
９

０
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
▼
場

所
　
忍
・
行
田
公
民
館
　
▼
内
容

ダ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
で

全
身
を
動
か
し
、
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ

る
　
▼
費
用

月
額
３
千
円
　
▼
問

い
合
わ
せ

小
林
宅

�
５
５
４
―
５

２
７
５

▼
日
時

５
月
13
日
（土）
・
14
日
（日）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
場
所

商

工
セ
ン
タ
ー
４
０
１
研
修
室
　
▼
受

講
料

一
般
１
万
７
千
円
、
会
員
・

学
生
１
万
４
千
円
※
別
途
、
東
商
３

級
公
式
テ
キ
ス
ト
代
（
２
千
９
４
０

円
）
が
必
要
　
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

商
工
会
議
所
会
員
サ
ー
ビ

ス
課
�
５
５
６
―
４
１
１
１

内
職
相
談
員

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

レ
オ
タ
ー
ズ
　

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

初
心
者
教
室

文化財保護課では現在、行田市史の編さん

事業を行なっております。市史編さんに必要

なのは当時の人々が作成したいろんな文書や

記録類です。これらは江戸時代から戦後まで、

その地域に住んでいた人々が生活のなかで書

き記したもので、各家の歴史であるとともに、

その地域の歴史を知る手掛かりが記されてい

ます。文書や記録が散逸することは、その地

域が歩んできた歴史が失われることでもあり

ます。

また、１月に南河原村と合併したため、こ

れからは旧南河原村地域の資料も収集の対象

となっていきます。つきましては、古い文書

や記録などをお持ちの方からご連絡いただき

たくお願い申し上げます。

問い合わせ 文化財保護課�５５３―３５８１

東
京
商
工
会
議
所
検
定

「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定
試
験
」

３
級
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日時 ５月１０日（水）午前９時～

午後３時　 場所 市役所１０１会議

室（１階） 相談内容 不動産に関し

てわからない事やトラブルなど　 相

談員（社）埼玉県宅地建物取引業協会

行田支部相談員　 問い合わせ 生活

課市民生活係（内線２５１）

日時 ５月１３日（土）午前１０時

～午後1時（受付午後０時３０分まで）

場所 熊谷市立商工会館２階大ホー

ル（熊谷市宮町２－３９） 相談員 埼

玉弁護士会熊谷支部所属弁護士　 問

い合わせ 埼玉弁護士会熊谷支部 �

５２１－０８４４

資料提供のお願い

不動産無料相談 憲法記念無料法律相談会

広告
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今
年
も
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

記
念
し
て
、
会
館
を
無
料
開
放
し
ま

す
。
展
望
室
か
ら
の
絶
景
や
夜
景
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月
22
日
（土）
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
（
入
館
受
付
は
、
午
後
８

時
30
分
ま
で
）
▼
そ
の
他

ア
ニ
メ

上
映
会
を
行
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル

「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
〜
ち
び
犬
チ
ン

ク
」「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
〜
ギ
ザ
耳
う

さ
ぎ
」
の
２
本
を
上
映
。

▼
日
時

５
月
20
日
（土）
・
21
日
（日）
・

27
日
（土）
・
28
日
（日）
、
６
月
３
日
（土）
・

４
日
（日）
・
10
日
（土）
・
11
日
（日）
・
17
日

（土）
・
18
日
（日）
・
25
日
（日）
、
７
月
１
日

（土）
（
全
12
回
）
土
曜
日
午
後
４
時
〜

５
時
、
日
曜
日
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

市
民
プ
ー
ル
　
▼
内
容

泳
ぎ
の
苦
手
な
小
学
生
に
対
し
水
泳

の
基
礎
や
楽
し
さ
を
指
導
　
▼
対
象

小
学
１
年
生
〜
６
年
生
の
水
泳
初
心

者
　
▼
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

１
千
２
０
０
円
　
▼
申

し
込
み

５
月
６
日
（土）
午
前
９
時
か

ら
市
民
プ
ー
ル
へ
直
接

楽
し
い
音
楽
に
の
っ
て
体
を
動
か
し

な
が
ら
ア
メ
リ
カ
ン
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

５
月
18
日
〜
６
月
22
日
の

各
木
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
４
時
40

分
〜
５
時
30
分
　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
５
　
▼
参
加
費
　
１
人

５
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

▼
内

容

ポ
ッ
プ
な
音
楽
に
の
っ
て
踊
り

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
ま
す

▼
講
師

オ
リ
ビ
ア
小
林
さ
ん
　
▼

対
象

小
学
１
年
生
〜
３
年
生
　
▼

定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
申
し

込
み

４
月
16
日
（日）
午
前
９
時
か
ら

商
工
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
受
け
付
け

（
電
話
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分

〜
）楽

し
い
音
楽
に
の
っ
て
、
親
子
で

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
ン

ナ
イ
ズ
さ
れ
た
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

５
月
18
日
〜
６
月
22
日
の

各
木
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
３
時
45

分
〜
４
時
30
分
　
▼
場
所

商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
５
　
▼
参
加
費

１
人

５
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）
▼
内
容

ポ
ッ
プ
な
音
楽
に
の
っ
て
、
踊
り
や

レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
で
マ
マ
と
子
供
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
ま

す
　
▼
講
師

オ
リ
ビ
ア
小
林
さ
ん

▼
対
象

未
就
学
児
（
３
歳
以
上
）

と
そ
の
保
護
者
　
▼
定
員

15
組
30

人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み

４

月
16
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
て
受
け
付
け
（
電
話
受

け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

夏
に
向
け
て
�
ゆ
か
た
作
り
�
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

５
月
９
日
〜
８
月
８
日
の

各
火
曜
日
（
全
14
回
）
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
　
▼
場
所

商
工
セ
ン
タ

ー
４
０
５
　
▼
参
加
費

２
千
円

（
保
険
料
込
み
）
▼
内
容

和
裁
（
ゆ

か
た
作
り
）
▼
対
象

成
人
　
▼
定

員

15
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込

み

４
月
16
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商

工
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
受
け
付
け

（
電
話
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

古
代
蓮
会
館

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

記
念
日
無
料
開
放
　

ベ
ー
シ
ッ
ク

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
Ｌ
Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ッ
ズ
＆
マ
マ
Ｌ
Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

�
手
作
り
ゆ
か
た
�

和
裁
教
室

広告
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環境にやさしい大豆油インキ

■発行日／ 平成18年4月1日

■発　行／ 行田市役所　〒３６１－８６０１行田市本丸2番5号
TEL５５６－１１１１　FAX５５０－２１１６
ホームページ http://www.city.gyoda.saitama.jp
iモード http://www.city.gyoda.saitama.jp/i

■編　集／ 総合政策部広報広聴課

毎
年
１
月
の
成
人
の
日
に
京
都
三
十
三
間
堂
で

晴
れ
着
姿
に
襷
た
す
き

が
け
の
女
性
た
ち
が
弓
を
引
く
姿

は
、
新
春
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

戦
国
時
代
か
ら
三
十
三
間
堂
で
弓
矢
競
技
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
と
く

に
江
戸
時
代
に
な
る
と
南
北
に
１
２
０
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
長
い
本
堂
の
端
か
ら
端
ま
で
矢
を
射
と
お

す
通
し
矢
が
盛
ん
と
な
り
、
多
く
の
腕
自
慢
た
ち

が
そ
の
数
を
競
い
、
最
多
記
録
を
出
し
た
者
は

「
天
下
一
」
の
名
声
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

京
都
で
通
し
矢
が
盛
ん
に
な
る
と
、
江
戸
で
も

三
十
三
間
堂
が
建
設
さ
れ
通
し
矢
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
は
寛
永
19
年
（
１
６
４
２
）
浅
草
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
元
禄
12
年
（
１
６
９
８
）

の
大
火
で
全
焼
し
た
た
め
、
場
所
を
深
川
の
富
岡

八
幡
宮
東
側
に
移
し
２
年
後
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
記
録
を
出
し
た
者
は
京
都
の
「
天
下
一
」

に
対
し
て
「
江
戸
一
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。「
江
戸

三
十
三
間
堂
矢
数
帳
」
に
よ
れ

ば
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
通
し

矢
に
挑
ん
だ
者
は
延
べ
５
６
０

人
に
及
び
ま
す
。
こ
の
う
ち
の

ほ
と
ん
ど
が
全
国
各
藩
の
藩
士

た
ち
で
し
た
。

こ
の
通
し
矢
に
阿
部
家
の
家

臣
た
ち
も
18
人
が
計
19
回
参
加

し
て
い
ま
す
。
参
加
人
数
を
藩

主
別
に
み
る
と
阿
部
忠
秋
の
時
に
１
回
、
正
能
ま
さ
よ
し

１

回
、
正
武
６
回
、
正
喬
ま
さ
た
か

３
回
、
正
允
ま
さ
ち
か

４
回
、
正
権
ま
さ
の
り

３
回
、
白
河
転
封
後
の
正
篤
ま
さ
あ
つ

１
回
と
な
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
阿
部
家
の
弓
術
師
範
を
勤
め
た
宮
崎

家
、
海
野
家
の
一
族
や
門
弟
た
ち
で
し
た
。
通
し

矢
に
は
百
本
、
一
千
本
と
い
っ
た
決
め
ら
れ
た
数

の
矢
を
射
ち
届
い
た
数
を
競
う
も
の
と
、
決
め
ら

れ
た
時
間
の
な
か
で
何
本
射
越
し
た
か
を
競
う
も

の
と
が
あ
り
ま
す
。
正
保
２
年
（
１
６
４
５
）
に

海
野
仁
左
衛
門
が
一
千
本
を
射
ち
２
５
３
本
を
通

し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
貞
享
３
年
（
１
６
８
６
）

に
は
宮
崎
矢
一
郎
が
一
万
本
の
う
ち
４
千
７
本
、

元
禄
８
年
（
１
６
９
４
）
に
は
宮
崎
八
十
右
衛
門

が
８
千
２
４
５
本
の
う
ち
３
千
６
５
３
本
と
い
っ

た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
後

半
に
は
十
代
前
半
の
少
年
藩
士
た
ち
も
競
技
に
参

加
し
ま
し
た
。

多
く
の
藩
士
た
ち
が
腕
を
競
っ
た

深
川
三
十
三
間
堂
は
幕
末
に
は
地
震

や
台
風
で
半
壊
状
態
と
な
り
、
明
治

５
年
（
１
８
７
１
）
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
今
は
ビ
ル
街
の
一
角
に
記
念

碑
が
建
っ
て
い
る
だ
け
で
、
全
長
86

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
建
物
が
あ
っ
た

痕
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

400年以上もの昔から栽培されている「京のお菜っ葉」みずなは、柔らか
くてくせのない野菜です。生のままでも、また、加熱してもいろいろな料理
（サラダ・あえ物・鍋物など）に利用できます。
みずなにはビタミンＣや鉄・食物繊維が多く含まれていて、ストレスへの抵

抗力を高めたり、血中コレステロール低下作用や便秘解消にも効果があります。
シャキっとした歯ざわりがおいしさのアクセント。ごまの風味とともにさわ

やかな一品を春の食卓にぜひどうぞ。

みずなと油揚げのごまサラダ

栄養成分（1人分）
エネルギー113kcal たんぱく質5.2g 脂質8.5g
炭水化物4.9g 塩分0.7g ビタミンＣ28mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…シャキシャキっとした食感で…

ぎょうだ 

江
戸
深
川
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
と
忍
藩
士

145

作り方
①みずなはざく切りにする。
②油揚げはたて半分に切って細切りにし、オーブントースターでかりか
りになるまで焼く。
③①と②を合わせて器に盛り、よくまぜ合わせたＡをかける。

材料（2人分）
みずな…100g 油揚げ…１枚

Ａ
しょうゆ…大さじ1/2 酢…大さじ1/2 ごま油…小さじ1/2
砂糖…小さじ1/2 豆板醤…少々　すりごま（白）…大さじ１｛

深川三十三間堂
（『江戸名所図絵巻之七』より）


